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は じ め に

昭和62年 か ら、EDIの 業界標準化作業を開始 した(社)日本電子機械工業会(EIAJ)は 、

働)日本情報処理開発協会 産業情報化推進 センター(CII)と 共 同で、昭和63年 に新 しいE

DI標 準 の開発を行 った。 このEDI標 準で は、流通業界 に比べてデータ項 目の多 い電子機器業

界特有の メ ッセージ構造 を考慮 し、既 に米国で採用 されていた可変長 フォーマ ッ トを採用す るこ

とにな った。様 々な検討 の結果、 シ ンタ ックスルール,標 準 メ ッセー ジおよび標準 データ項 目で

構成す るのが合理的であ るとの結論 にな ったが、 このようなフ ォーマ ッ トの構成方法 は、米国の

ANSLX.12や 当時審議 中であ ったEDIFACT〈ISO9735)と 同一であ る。

シ ンタ ックスルールは新 たに開発す ることにな り、CIIが 提案 したデータタグ方式 シ ンタ ッ

クスルールを、EIAJの 改良提案 に もとつ いて、データ項 目の区切 りをデ リミターか らレング

ス タグに変更 して設 計 され た。 この シンタ ックスルールは、当初か ら漢字デ ータの使用や他業界

への適用 も考慮 されていたが、当面 の単一業界(電 子機器業界)へ の適用を前 提に、一部 の拡張

機能 は保留 され ることにな り、電子機器業界での限定使用 にな ることか ら、EIAJシ ンタ ック

スルールと命名 され た。EIAJで は、EIAJシ ンタックスルールの使用を前提 に した標準 メ

ッセー ジと標準データ項 目の開発を進 めたが、これ らは、EIAJ標 準 メ ッセー ジ、EIAJ標

準 データ項 目と呼ばれ るよ うにな った。

昭和63年 秋に、実用性 を確認す る トライアル(試 行)が 行 われ、好結果を得 たため、平成元

年4月 に、EIAJシ ンタ ックスルール,EIAJ標 準 メ ッセー ジおよびEIAJ標 準 データ項

目を まとめて、 『EIAJ取 引情報化対応標準1A』 として、電子機器業界 のEDI標 準 と した。

これが、EIAJ標 準 であ る。

EIAJ標 準 は、 その後順調 に電子機器業界への普及が進ん だが、電子機器業界での成果 を他

業界 で も注 目するようにな り、EIAJ標 準を使用 したいとい う電子機器以外の業界が増加 して

きた。 しか し、EIAJ標 準のベ ースにな っているEIAJシ ンタ ックスルール は、 当面の電子

機器 業界へ の適用を前提 に、一部の機能が保留 されていたため、他業界 では使用で きないとい う

問題 が生 じて きた。保留 されて いるために障害 とな った機能 とは、使用可能 データ項 目数 を24

0種 以上 に拡張す る機能であ る(EIAJ標 準で は、最大239種 のデータ項 目を使用で きる)。

電子機器業界単独での使 用であれば、239種 のデータ項 目で もメッセージの設計 は不可能 で

はな いが、例 えば、製造 業界全体での使用になった場合 には、239種 で はとうて い足 りない状

況 にな る。そ こで、当初保留 された拡張機能 を復活することにな ったが、予想 を遙 に越 えるEI

AJ標 準 の普及 を考慮 し、既 に表面化 して きた不具合点 も含 めて、EIAJシ ンタ ックスル ール

を改 良す ることにな り、 その検討 は平成2年 度 か ら開始 され た。

この検討 は、EIAJシ ンタ ックスルールの原提案者で あるCIIに おいて行 われ、平成2年



末 か ら平成3年 にかけて、EIAJと の調整 が行われた。EIAJシ ンタ ックスルールを改良 し

た新 しい標準 は、 『CIIシ ンタ ックスルール』 と呼ぶ ことになったが、従来のEIAJ標 準 と

の互換性の確保(上 方互換)に っ いて特 に留意 された。 さらに、国際標準 として制定 され たED

IFACT(ISO9735)と の互換性 にっいて も真剣 な検討が行われたが、 メ ッセー ジの内

部構造 も含めた完全 な互換 性を確保す るの は難 しいため、メ ッセージ ・グループの外部構造 にっ

いての互換 性を確保 したオ プシ ョンを、当面 の対策 と して追加 して いる。 こうして、平成3年4

月1日 に、 『CIIシ ンタ ックスルール試作 仕様1.00』 が まとめ られ、 さらに、CIIシ ン

タ ックスルールの採用 を決めた建設業界等か らの要望な どを追加 し、平成3年8月28日 に 『C

IIシ ンタ ックスルール試作仕様1.02』 が発表 された。平成3年 度～4年 度 にか けて、 トラ

ンス レーターの開発 も行 われ、実用化 テス トも実施 された。平成4年7月1日 か らは、一般 ユー

ザーに対 して トランス レーターの供給 も行われ るよ うにな り、平成4年8月28日 付 けで 『CI

Iシ ンタ ックスルール1.10』 と して公開す ることにな った。

CIIシ ンタ ックスルールは、 この ような経過 で誕生 した、わが国の国内取 引に用 いるEDI

のための標準であ る。最大 の特徴 は、漢字 の使用 と効率の向上 であ る。長期 に渡 って使用可 能な

標準 であ り、業界間や業際の取 引に も適用可能であ る。今後、CIIシ ンタ ックスルールをベ ー

スに した標準 メ ッセージの開発が各業界で行 われ、わが国のEDI標 準化の進行 が期待 され る。

本書 は、 『CIIシ ンタ ックスルール1.10』 の規格書で ある。今後 、以下 に示す ドキュメ

ン トを発行す る予定であ る。

『Cllト ラ ンス レー ター導 入 ガ イ ドライ ン』

r--Cllシ ンタ ック スル ー ル を用 いた 一 ー メ ッセ ー ジ設 計 ガ イ ドラ イ ン』

平成4年8月28日

産業情報化推進 セ ンター



『Cllシ ン タ ッ ク ス ル ー ル1 .10』

1992.8.28

(産 業情 報 化 推 進 セ ンタ ー)

CIIシ ンタ ックスルールは、我が国のEDIの 標準化を促進 す るために、新 たに開発 された

構文規則 である。 この シンタ ックスルールは、閲 日本電子機械工業会で開発 され たEIAJシ ン

タ ックスルール(電 子機器業界のEIAJ標 準)を 、他の業界 に も適用で きるよ うに拡 張 した シ

ンタ ックスルールで、EIAJシ ンタ ックスルールに対 して上方互換の機能設定 にな ってい る。

また、今後予想 され る国際標準UN/EDIFACTに おけるISO9735の 普及 に対 して、

EDIネ ッ トワーク上での共 存が図れ る機能 も設定 されて いる。

本仕様 は、 トラ ンス レーターを試作するために設定 され た仕様rCIIシ ンタ ックスルール試

作仕様1.02(1991.8.28)」 を改訂 した もので、本仕様 に準 拠 した トラ ンス レータ

ーが既に開発供給 されてお り
、実運用に適用可能な ものであ る。

本仕様 の管理 は、今後 とも当 セ ンターであ る働 日本情報処理 開発協会 産業情報化 推進 セ ンタ

ーで行 う。 また、著作権 を含む工業所有権は当セ ンターに帰属す る。 しか しなが ら、我が国のE

DIの 普及 と標準化推進の ため、当セ ンターは本仕様の仕様 を広 く公開す るとと もに、無償 での

使用を認め る。 同時に、本仕様の一部を変更 したよ うな紛 らわ しいシンタ ックスルールの仕様 は、

標準化の乱 れにっ なが る類似規格 の発生 を防止す るため、排除の対象 になることに注意 されたい。

さらに、本仕様 によってベ ンダーで開発 された トランス レーターにつ いて は、CIIシ ンタ ッ

クスルール準拠表示を、製 品に行 うことを認 める。但 し、粗悪品等 の発生があ った場合 、CII

シンタ ックスルール準拠表示 の中止を求 めることがある。当セ ンターで は、 このよ うな事態 を防

止す るため、当セ ンターの示す特別な手続 きを実施 した トラ ンス レーター に対 して、 『産業 情報

化推進セ ンター推奨』表示 を許可す ることと してい る。

本仕様 に関す る問い合わせ先を、下記 に示す。

㊦105東 京都港 区芝公園3-5-8機 械 振興会館 内

㈱ 日本情報処理開発協会 産業情報化推進 セ ンター

TELO3-3432-9386

FAXO3-3432-9389
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1概 要

rCllシ ンタ ック スル ー ル の 概 要 』





1.特 徴

CIIシ ンタ ックスルールは、我が国のEDIに 適合 す るよ う使用可能文字 と使 用通信 シス

テムを特 に考慮 した体系であ る。以下に主 な特徴を述べ る。

① 製造業界 など、項 目数 の多 いメ ッセー ジの コーデ ィングに適 した、可変長 フォーマ ッ ト

の採用

② 英数字、カタカナ、ひ らがな、漢字 など、我が国のEDIで 必要 とす る文字 をサポー ト

③ 複雑 な業務処理 に対応で きる多機能 なメ ッセージ構造(繰 返明細の9重 のネステ ィング

が可能)

④ 最小 のメ ッセー ジ長 を実現す る効率 的なメ ッセー ジ ・コン トロール構造(デ ータタグ/

制御タ グ方式)

⑤ 我が国のEDIの 標準化 に十分な、最大61439種 のデータ項 目を使 用で きる。

⑥ 通常のEDIに は十分 な、最大32767文 字(漢 字の場合 は、16383文 字)の デ

ータ項 目が取 り扱 える。

⑦ オプシ ョン機能 の活用 により、OSI新 手順(F手 順お よびM手 順)を は じめ、全銀手

順 、JCA手 順 な ど、あ らゆる通信 システムに対応 で きる(図0-1参 照)。

⑧ 将来普及が予想 され るISO9735と の並行使 用のためのオプ ションを最初 か ら持 っ

て いる。 このオ プシ ョンでは、ISO9735(UN/EDIFACT)に 合致 す る伝 送

形態にな り、一 つのネ ッ トワーク上で両方の メ ッセー ジを取 り扱 うことが可能。

⑨ 現在 のEIAJシ ンタ ックスルールと互換 性があ る。 シンタ ックス レベ ルで、上方互 換

になっている。

⑩ 以上 の特徴 を十分 に発揮 させ る トラ ンス レーターのサ ポー ト(CIIト ラ ンス レーター

は、様 々な コンピュータに対 して供給 される)。

尚、ベ ンダーか ら実際 に開発提供 され る トランス レーターで は、取 り扱い可能 な最大 データ

項 目長 などは、上記の値 よ りも小 さい場合があるので、ユ ーザ ーが導入す る際 には、注意が必

要であ る。詳細 は、 『トラ ンス レーター導入ガイ ドライ ン(産 業 情報化推進 セ ンター編)』 を

参照 されたい。

2.基 本 構 造

CIIシ ンタ ッ クス ル ー ル は、 フ ァイル転 送 で実 現す るEDIの た め に設 計 され て お り、 そ

の 基 本形 態 は、TYPE12と 呼 ば れ る一 つ の メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー 、 複数 の メ ッセ

ー ジ及 び一 つ の メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ トレー ラで構 成 され る フ ァイル で あ る(図O-2の 上 段
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を 参 照)。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー、 メ ッセ ー ジ及 び メ ッセ ー ジグル ー プ ・トレー ラ は、

そ れ ぞ れ一 つ の レコー ドに収 容 され る(一 つ の メ ッセ ー ジを一 つ の レコ ー ドに収 容)。 この構

造 を 基本 形 式 と して 、2っ の バ リエ ー シ ョ ンが あ る。 一 つ は、TYPE12の 分 割 モ ー ドと称

す る一 つ の メ ッセ ー ジを複 数 の 固定 長 レコ ー ドに収 容 した形 式(図0-2の 中段 を参 照)で あ

り、 も う一 つ は、TYPE-Eと 称 す るISO9735構 造 を応 用 した形 で あ る(図0-2の

下 段 を 参照)。 以下 、順 に概 要 を述 べ る。

TYPE

オ プ シ ョン

分割モー ド

オプシ ョン

非透過モー ド

オプシ ョン

対応通信

システム

縮小/拡 張

自動選択

CII

シ ンタ ックス

ル ール

OSI新 手順

全銀可変長

プライベー ト

手順

OSI新 手順

全銀可変長

EIAJ

シンタックスルール

図O-1 Cl1シ ンタックスルールのオプションと通信システムとの関係

(注)網 かけ内が規定値(標 準)
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2-1TYPE12(通 常 モ ー ド)

図0-2の 上 段 の 構 造 で 、CIIシ ンタ ックスル ール の 基 本 形 で あ る。 その交 換 の 階層 は、

図0-3で 、示 され る。 メ ッセ ー ジグル ープ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ は、

そ れ ぞれ一 つ の251byteの 固定 長 レコー ドに収 容 され 、一 つ の メ ッセ ー ジが一 つ の 可 変 長 レ

コー ドに収 容 され る。

メ ッセー ジ

TYPEI2グ ルー プ ・

(通 常 モーF)ヘ ッダー

TYPEI2

(の －F分割

モード)

251byte

(同 一)

,メ ッセ ー ジ

グル ー プ ・

ヘ ッダー

メ ッセ ー ジ

グル ープ ・

トレー ラ

251byte

(同 一)

メ ッセー ジ

グルー プ ・

トレー ラ

TYPE-E CIl

レコー ド

図0-2TYPE12(基 本形 、分割 モー ド)及 びTYPE-Eの 伝送 形態
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2-2TYPE12(分 割 モー ド)

図0-2の 中段の構造で あ り、基本形式(通 常モー ド)と 基本 的には同一で、交換の階層 も

通 常モー ドと同 じく図0-3で 表せ られ る。 しか し可変長 レコー ドが取 り扱えない通信 システ

ムに適合す るよ う、一つの メ ッセー ジは複数の251byteの 固定長 レコー ドに収容 され る。 こ

のモー ドの縮小モ ー ド(後 述)の 時 は、EIAJシ ンタ ックスルールと互 換性(同 一)が あ る。

ファイル交換

フ ァイ ル

メ ッセ ー ジ

グルー プ

メ ッセ ー ジ

TFD形 式

(TransferFor皿Data)

/

メ・セ'ジグルイ'}レ ラ
メヲセージグ加 ア・ヘヲダー メ ッセ ー ジ1 メ ッセ ー ジ2 ・ ● ● ● ● ●.・

　

メッセージ・勺 ダー TFD1 TFD2 TFD3 TFD4 ・ ■ ● ● ● ● ・ ・.● ・ TDFn メッセージ・トレーラ

a)

/
データ・タグ データ 長 デー タ 制御タグ

図O--3交 換 の 階層(TYPE12)

2-3TYPE-E

図0-2の 下 段 の構 造 で あ る。基 本 形 式 の メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ーが 、-ISO973

5のUNA及 びUNBセ グ メ ン トに置 き換 え られ 、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラが、UNZ

セ グ メ ン トに置 き換 え られ て い る。 そ して 、 メ ッセ ー ジは、 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー がUNHセ

グ メ ン トに置 き換 え られ 、 メ ッセ ー ジ本 体 はセ グ メ ン ト ・タ グ(CII)が セ ッ トされ る以 外

はTYPE12の メ ッセ ー ジが そ の ま ま用 い られ 、UNTセ グ メ ン トが 追 加 され る(図0-4

参 照)。 この ことに よ り、UN/EDIFACT電 文(ISO9735で コーデ ィ ング され て

い る)と 同一 の ネ ッ トワー クでEDIを 実施 す る ことが で き る。TYPE-Eの 交 換 の 階 層 は、

ISO9735の 交換 の 階層 と同一 で あ る。UNAセ グ メ ン トとUNBセ グ メ ン トは一 つ の可

変 長 レコー ドに格 納 され 、他 の セ グ メ ン トは、一 つ の セ グ メ ン トが一 つ の 可変 長 レコー ドに格

納 され る。
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TYPE12

メ ッセー ジ

TYPE-E

のセグメント

繊

「

メッセージ・

ヘヲダー

メッセー ジ本体(TFDエ リア(TFD型 式のデー タが並ぶ))

、'

UNH CH メッセー ジ本体(TFDエ リア(TFD型 式のデータが並ぶ))

メッセージ◆トレ～ラ

画
図0-4TYPE12メ ッセ ー ジの セグ メ ン ト化

3.縮 小 モー ドと拡 張 モ ー ド

CIIシ ンタ ック スル ール で は、 デ ー タエ レメ ン トはTFD(TransferFormData)形 式 で 、

伝 送 され る。TFDは 、 デ ー タエ レメ ン トに、 デ ー タ タ グ及 び デ ー タ ・レ ング ス タ グ(レ ング

ス タ グ)が 追 加 され た もの で 、図0-5の フ ォーマ ッ トで あ る。 一 つ の メ ッセ ー ジは、 このT

FDを 必要 数 集 めて構 成 され 、例 え ば 、1通 の注 文書/請 求書 を表 す 。

この長 さ(デ ータ長)を 表 す

デ ー タエ レメ ン ト(デ ー タ項 目)の 識別 子

図0-5TFDの 構造
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rデ ータタ グ』とは、データエ レメン トの意味や属性 を表すlDで あ り、その値 は、標準メ ッ

セ ー ジ及 びデ ー タエ レメ ン ト ・デ ィ レク トリー(デ ー タ項 目一 覧 表)上 で 、項 目Na(整 理 番号)

として表現される。データタグには縮小 形式(239種 のデータエ レメ ン トを表示で きる)と 拡

張形式(61439種 のデータエ レメ ン トを表示で きる)が あ り、CIIシ ンタ ックスルールで

は、 メ ッセー ジ長を短縮す るため に最適 な使 い分 けが行われ る。 この使 い分 けをコ ン トロールす

る制御子を、拡張モー ド指示子 と呼ぶ。

TFDエ リア中の拡張モー ド指示子(X`FO')の 左側を縮小モー ド領域、右側 を拡張モ ー

ド領域 とい う(図0-6参 照)。 縮小モ ー ド領域中のTFDに は、縮小 モー ドのデータタグが使

用 され、拡張モー ド領域 中のTFDに は拡張モー ドのデー タタグが使用 され る。TFDエ リア中

に拡 張モー ド指示子がない時 は、すべて縮小モー ド領域 とな り、TFDエ リア はEIAJシ ン

タ ックスルール と同一にな り、互換性の確保 にも活用 され る。

TYPEl2

の メ ッセ ー ジ

TYPE-Eの

CIIセ グ メ ン ト

メヲ七一ジ・～ ダー 縮小 モー ド領域 X「FO' 拡張モー ド領域

TFDエ リ ア

(メ ッセー ジ本体)

∈ う

CII 縮小 モー ド領域 X'FO' 拡張モー ド領域

図0-6縮 小 モ ー ドと拡 張モ ー ド(メ ッセ ー ジ本体)

4.非 透過モー ドオプシ ョン

この オプシ ョンは、J手 順等の非透 過モー ドの通信 回線を使用す る時に用いる。CIIシ ン

タ ックスルールは、透過モー ドの通信 回線 用に設計 されて いるため、非透過 モー ドの通信回線

を使用す ると一部のデータが通信制御 のキ ャラ クター と衝突 しデータ伝送 がで きない。非透過

モー ドオプシ ョンは通信制御キ ャラクター との衝突を避 けるための対策 を追加す るオ プシ ョン

であ る。但 し、 このオ プシ ョンを設定 す るとデータ長が長 くなる。 したが って、透過モー ドの

通信回線 を用 いる時は、 このオプシ ョンを使用 しない。

5.文 字 コー ド

CIIシ ンタ ックスル ー ルで は、JIS-XO201及 びJIS-XO208を 標準 の文 字
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コー ドとす る。 特 に 、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダー とメ ッセ ー ジグル ー プ ・トレー ラーで は
、

英数 字 とブ ラ ン ク以 外 の文 字 の使 用 は禁 止 され 、文 字 コー ドもJIS-XO201の 使 用 が義

務 づ け られ る。TYPE12の メ ッセ ー ジにっ い て は、 ロー カル協 定 に基 づ くロー カ ル文字 の

使 用が 可 能 で あ るが 、 推 奨 で きな い。JIS-XO208(JIS第1水 準 、 第2水 準漢 字)

は、 メ ッセ ー ジ中 のTFDの デー タ部(デ ー タ エ レメ ン ト)で の み使 用 で き る。

また 、TYPE-Eで は 、 メ ッセ ー ジ(CIIセ グ メ ン ト)も 含 め て す べ て の セ グ メ ン トに

つ いて 、JIS-XO201,JIS-XO208の 文 字 コー ドを 使 用 しな け れ ば な らな い。

JIS-XO208(JIS第1水 準 、 第2水 準 漢 字)は 、CIIセ グ メ ン ト内で の み 使 用 で

き る。

6.ト ランス レーター

6-1ト ラ ンス レーターのアウ トライン

送信用 の トランス レーターは、 オプシ ョンの設定 で、TYPEl2,TYPE-Eの どの

メ ッセー ジも作成す る ことがで きる。また、次 の条件の内のどれか1っ(拡 張 モー ド)を 検出

す るまで、縮小モ ー ドで メ ッセージを作成 す る。

①240以 上 の値 を持つデー タ ・タグの検 出

② 明細 番号 付マルチ明細の検出

す なわち、縮小/拡 張 モー ドを 自動的に設定す る。一つの メ ッセー ジ中で以上 の条件が成立 し

ない時は、 メ ッセー ジ全体が縮小 モー ドで作成 される。 この時、EIAJシ ンダ ックスル ール

と完全 に互換性のあ るメ ッセー ジになる(TYPE12の 時)。

受信用の トラ ンス レーターは、TYPE12及 びTYPE-Eの メ ッセージに加 えてEIA

Jシ ンタ ックスルールの メ ッセージで も、すべて 自動的に検出 し、同一の変換 テー ブルを用い

てメ ッセー ジの解釈 を完全 にで きる。

また、 トランス レーターには文字 コー ド変換機能 が含 まれ、漢字のJIS第1,第2水 準 を

カバーす る。文字 コー ドの変換 は、必要 に応 じてバ イパ スで きるオ プシ ョンが設 け られ る。

トランス レーターに関 して は、別途 資料 『トラ ンス レー ター導入 ガイ ドライ ン』を参照 され

た い。

6-2モ デ ル ・ トラ ン ス レー ター

トラ ンス レー タ ー は、EDIシ ステ ム に と って 、最 も重 要 な要 素 で あ る。CIIシ ンタ ッ ク

スル ールの 大 きな特 徴 の 一 つ は、 トラ ンス レー タ ー をあ らか じめ考慮 して設 計 され て い る こと

で 、本 シ ンタ ック スル ール が期 待 す る トラ ンス レー ター の構 造 や機 能 が あ らか じめ 決 め られ て

い る。 この標 準 トラ ンス レー タ ーを、 『モ デ ル ・ トラ ンス レー ター』 と 呼ぶ
。
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トラ ンス レーターの仕様を標準化す る場合 に、最 も困難な事項 は、一般 的なAPI(ア プリケー

ション・インタフェース)の 標準化であ る。APIは 、ユーザーのコンピュー タ ・システムの構成 やE

DIシ ステムの構成 に応 じて様 々な形態 があ り、通 常、汎用的な仕様 を定義す ることは難 しい。

そこで、業務処理 システム とのデータの受渡 しをすべて ファイルで行 い、 トラ ンス レーターへ

の起動/停 止 な どの指令(コ マ ン ド)を 手動で与え る、実質的 にAPIの な い トラ ンス レー

ターを設定す る。 この トラ ンス レーターは、いわ ば架空の トラ ンス レーターで あ り、単 なる設

計ガイ ドであ るが、ユーザ ー環境 に応 じた機能 を追加す ることで(APIの 変更等)、 実用的

な トラ ンス レーターにな る。従 って、モデル ・トランス レーターは、様 々なベ ンダーがCII

トラ ンス レーターを開発す る時見本 とな る ものであ る。

モデル ・トラ ンス レーターを参考 に してベ ンダーが トランス レーターを開発す ることで、異

な るベ ンダーが開発 した トランス レーターの組合せで も問題 な くEDIの データ交換が可能 に

な る。

モデル ・トラ ンス レーターは、 コ ンピュータの機種 によ らず 同一 であるのが原則で あるが、

メ ンフ レームに実装 され る トラ ンス レー ターとパ ー ソナル ・コンピュー タ(パ ソコン)に 実装

され る トラ ンス レーターとが 、同一の性能/機 能 を保持す るとい うわ けに はいかない。 そ こで、

EDI本 来の 目的であるデータ交換 に問題 が生 じな い範囲で、パ ソコン用 トラ ンス レー ターで

は、機能の簡略化 が行 われ る。

従 って、モ デル ・トラ ンス レーターは4種 存在す る。すなわち、

① メンフレーム用モデル ・トラ ンス レーター

a.デ ータ送信用

b.デ ータ受信用

② パ ソコン用モ デル ・トランス レーター

a.デ ー タ送信用

b.デ ー タ受信用

である。図O-7は 、 メ ンフレーム用モデル ・トラ ンス レーター(送 信用)の 構成例であ る。
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図O-7送 信用 モ デル ・トラ ンス レータ ーの構 成(メ イ ン フ レーム用)

7.Cllシ ンタックスルールによる システムの構築

CIIシ ンタ ックスルールは、EIAJシ ンタックスルールの上位互換の規格 であ るため、

EIAJ標 準 による システム との共存を図るための特別 な工夫 は、通常、不要 であ る。以下で

は、 この状況 にっいて説明を行 う。 この説明のために、一つの仮定 を行 う。それは、EIAJ

標準 メ ッセ ージには、当分 の間、項 目Na240以 上の項 目と、N,K属 性 のデータエ レメ ン ト

の導入が行 われないということであ る。 もしこの仮定が成 り立 たない時 は、EIAJシ ンタ ッ

クスルールその ものがCIIシ ンタ ックスルールに改訂 される時で あるか ら、特別 な工夫 は、

当然、不要 になる。

図0-8の 状況を設定す る。EIAJ標 準 を用 いてい る業界(E業 界)の 他 にA,Bの 二 つ

の業界が あ る。E業 界 は、早 くか らEIAJ標 準 による業界内EDIを 実施 して いる。A業 界

が新 たにE業 界 とEDIを 実施す る ことになったが、そのための標準 メ ッセー ジ(SM)は 、

項 目Na240以 上の項 目と、N,K属 性 のデータエ レメ ン トは導入 しないで作成 された。E業

界側の企業 は、既 に使 っているEIAJト ランス レーターを使用す ることにな ったが、A業 界

側の企業 は、新規の システムなので、CIIト ラ ンス レーターを使用す ることな った。
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その後 さらに、B業 界 も新 たにE業 界 とEDIを 実施す ることにな ったが、 こち らのSMは 、

B業 界の強い要望 もあ り、K属 性(漢 字)の データエ レメ ン トを導入す ることにな った。幸 い

な ことに、B業 界 とEDIを 行 うE業 界 側の企業は比較的少数 の大企業だ ったので、既 に使 用

して いたEIAJト ランス レー ターに加 えてCIIト ラ ンス レーターを追加することに した。

ご く一部の企業では、すべてCIIト ラ ンス レーターに変更 した。B業 界 はCIIト ラ ンス

レーターを導入 した。

このよ うなEDIの 進展が、 さらに、A業 界 とB業 界 のEDIも 構築 させ ることにな ったが、

両業界 ともCIIト ラ ンス レータを導入済であ り、 スムースにEDIが 構築 された。・

以上 の過程 は、CIIシ ンタ ックスルールの上位互換性 が完全 にカバー してお り、ユ ーザー

(各 企業)は 、 シンタ ックスルールの違 いに関す る考慮 は不 要であ る。

尚、EIAJト ラ ンス レー ター との互換性等 にっいて は、別途 資料 『トランス レー ター導入

ガイ ドライ ン』を参照 されたい。

E業 界
Cl1縮 小モード

A業 界

EIAJト ラ ンス レー ター CIlト ラ ンス レー タ ー●

一部 の企 業の 対B業 界 のEDIに つ いて は

JMCM拡 張 モードのSMを 用 い て お り、 その他 に

戊、てはElAJのSMを 用いてt、る。

EIAJ

対EIAJに ついては、

EIAJ様 式SMを 用いている。

-

=EIAJ

C口

縮小 モ斗=EJ

C川 拡 張モード

ClI拡 張 モード

EIAJ

・`

'、

CII

拡 張 モード

▼

、EIAJト ラ ンス レー ター

i(トランル 一夕ーを

複数導入 した企業)

CIIト ランスレーター B業 界
.'4本

CHト ラ ンス レー ター

CIIト ラ ンス レー タ ー ClI拡 張モー ドのSMを 用 いている。

…(}ランルーターを変 更 した 企業)

図0-8EIAJシ ンタ ック スルール とCllシ ンタ ック スルー ルの共存

8TYPE-Eの 応用

TYPE-Eは 、最近増加 して きたUN/EDIFACTを サポー トす るEDIネ ッ トワー

ク(海 外 に多 い)を 活用す るための形式 である。但 し、TYPE-EはISO9735に 準拠

したメ ッセー ジではあるが、UN/EDIFACTの 標準 メ ッセー ジ(UNSM)に は準拠 し
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て いな い。TYPE-Eか らUN/EDIFACTの メッセ ージを生成 す るために、CII-

UN/EDIFACTコ ンバーターが必要 であ る。当分の間、現実 の業務で はそのよ うな必要

性 はない と考え られ るが、 もし必要であれば技術 的に可能であ り、UNSMの 第1バ ージ ョン

が確定 し日本 国内サブセ ッ ト制定後に、CII(TYPE-E)-UN/EDIFACTコ ン

バ ーターが開発 され ることになろう。但 し、 この 日本国内サブセ ッ トは、漢字項 目を始 めとす

る多 くの ローカル規定が含 まれた、通常のUNSMサ ブセ ッ トとはかな り異 なる もの となるこ

とが予想 され る。

－ll一





丑 詳 細

rCIlシ ン タ ッ ク ス ル ー ル の 詳 細 』





1.キ ャラ クタ ー セ ッ トと文 字 コー ド

1-1キ ャラク ター セ ッ ト

CIIシ ンタ ッ クスル ー ル で は、8bit文 字 と16bit文 字(漢 字)が 使 用 で きる。 表1-1

は、CIIシ ンタ ッ クスル ー ルで 使 用 可能 な8bit文 字 の一 覧 表 で あ る。 これ以 外 の文 字 は原

則 と して使 用 で きな いか 、 ロー カ ル協 定 に ロー カ ル文 字 の 使 用 も不 可 能 で はな い。

16blt文 字 は、 別途 資 料 『CIIシ ンタ ックス ルー ル漢 字 コー ド表 』 を参照 の こ と。

1-2文 字 コー ド

文 字 コー ドは、原 則 と してJIS-XO201(8bit文 字,表1-1に コー ドを示 す)と

JIS-XO208(16bit文 字)を 用 い る。 しか しなが ら、 ロ ーカ ル協 定 に よ り、 ロー カ ル

な文 字 コー ドを用 い る こ と も不 可能 で は な い。

表1-18bit文 字 コー ド表

1・ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
－

〇

　

1

1,.÷_.. .… 撒,......... .....… ….....],....9!÷16±9 !..,,.....

2 SP !
,,

# $ % &
,

( ) * 十 ,

一
. /

3

`

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 : ; < = 〉 ?

4

1

@ A B C D E F G H 1 J K L M N 0

5

I

P Q R S T u V W X Y Z [ ¥ ]
A

一

6

1

,

a b C d e f 9 h i j k 1 m n O

7

I

P q r S t u V W X y Z { 1 }
_.

8

1...... .、..…llH.!]…

9

1`` H` 1HHHH 目!HH6} .!】!_},.......!.,,.....

A o
「 」 、

■ ヲ ア イ ウ 工 オ ヤ ユ ヨ ツ

B

●

一 ア イ ウ 工 オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ

C

`

タ チ ツ テ ト ナ 二 ヌ ネ ノ ノ、 ヒ フ へ ホ マ

D ミ ム メ モ ヤ ユ ヨ ラ リ ル レ 口 ワ ン
" o

E
ill鼎,…'

'

.÷..1÷!1

F

……Hll]H 只HH.,1 lllll÷lli .■.Hlli 1]IHII… HHI,H] lilll…H.. ll.llHH H.HH. HH…H…! 1.HIHH HH…HH llH.…H`

(注)コ ー ドは、Hex表 示,縦 軸 は,上 位4bit,横 軸 は、下 位4bitで あ る。

網掛 けの部 分 は使 用禁 止 で あ る。
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1-3メ ッセ ー ジグ ルー プ ・ヘ ッダー とメ ッセー ジグル ー プ ・ トレー ラの キ ャラ ク ター セ ッ ト

と文 字 コー ド

メ ッセー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー とメ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ で は、表1-2に 示 す8bit

文字 の み使 用可能 で 、 か っ 、文 字 コー ドはJIS-XO201を 用 い な けれ ば な らな い。 ロー

カル協 定 に よ るロー カル コー ドの使 用 は許 され な い。

この処 置 は、 オ ー プ ンなEDIネ ッ トワー クに お いて 、確 実 な デ ー タ交換(行 き先 の コ ン ト

ロー ル)を 行 うた め に必 要 で あ る。

表1-2メ ッセー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー及 び メ ッセ ー ジ

グル ー プ ・ トレー ラの文 字 コー ド表(8bit文 字 コー ド)

1・
1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

－

〇

　

.

1

h.r,

■

1■ ● ■1 1 1 1 ¶,1,1,lll Ill■,,ll lll■ ■,● ■ ●1■.,■1', ll■,'

・:

`

2 SP

3

1

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

.A

4

1

A B C D E F G H 1 J K L M N O

5

I

P Q R S T u V W X Y Z

(注)コ ー ドは、Hex表 示,縦 軸 は,上 位4bit,横 軸 は 、下 位4bit

網 掛 けの 部分 は使 用 禁止

2.Cllシ ンタ ックス ルー ル の詳 細(TYPE12)

以下 の記述 で は、8bitを1byteと 記述 し、X`1A'は 、Hex表 示 を表 す もの とす る。 又 、誤

解 を避 け るた め に、例 え ば 、 キ ャ ラ クタ ー-cはC(・X`43')の よ うにHex表 示 を併 用す る。 又 、

図示 され た フ ォーマ ッ ト中の値 は、す べ てHex表 示 とす る。 さ らに 、特 に断 らな い か ぎ り、 バ

イナ リー と は、符号 無2進 数 とす る。

2-1定 義

2-1-1固 定長 デ ー タエ レメ ン ト

右 側 の ブ ラ ンクの省 略 を行 わ な い、 デ ー タ長 が 常 に 固定 され て い る文字 列 デ ー タエ レメ ン ト

で あ る。CIIシ ンタ ックス ル ール で は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダー,メ ッセ ー ジ グル ー
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プ ・トレーラ及び システム運用電文 のみで用い られ、使用可能 な文字セ ッ トと文字 コー ドは、

表2-1で 示 され る。

2-1-2可 変長 デー タエ レメ ン ト

数値デー タの左側のゼ ロあるいは文字列 データの右側の ブラ ンクの省略を行 うデータエ レメ

ン トであ る。 このデー タエ レメ ン トは、 メ ッセージ内のTFDエ リア中で、TFD形 式 データ

構成要素 と して用い られ る。以下の4種 があ る。

(1)数 値 データエ レメン ト(9属 性)

最大30桁 以下 の数字列 で、 『0』 ～ 『9』 までの数字 だけで構成 され る数値 データエ レ

メ ン トで ある。後述するTFD形 式 では、有効桁よ り左側 にあ る 『0』 を省略す ることが で

きる。すなわち 『00123』 と 『123』 は同一 の意味 とす る。小数点 は暗示 的に示 され 、

小数 点以下の桁 は、整数部 に有 効桁が有 る時は省略で きない。

例 えば、小数 点以下が4桁 であ る場合、 『00123(=0 .0123)』 は 『123』

と同一 の意味にな るが、 『10000』 は 『1』 と同一の意味 にはな らない。本デー タエ レ

メ ン トで は8bit文 字を用い る。

(2)数 値 データエ レメ ン ト(N属 性)

最大30桁 以下の数字列で、 『0』 ～ 『9』 までの数字 、正負符号(『+』 及 び 『一』)

及 び小数 点(『.』)で 構成 され る数値 データエ レメ ン トであ る。正負符号及 び小数点 は桁

数 に含 めない。

正負符号 は、常 に数字列の先頭(左 側)に なければな らない。 『+』 符号 は省略す る こと

が で きる。正負符号 と最 も左側 にある有効桁 との間 にある 『0』 を省略す ることがで きる。

す なわち、 『-00123』 と 『-123』 は同一の意味 とす る。小数点 は、 『.』 で明示

され る。小数 点以下の桁 にっいて は、最 も右側 にあ る有効桁 よりもさらに右側 にあ る 『0』

を省略す ることがで きる。従 って、 『12.2100』 と 『12 .21』 は同一 の意味 とす

る。小数 点が省略 された時は、整数 となる。r .123』 や 『一.012』 等 の表現 も許 さ

れ る。本 データエ レメン トで は8bit文 字 を用 いる。

尚、受信用 トランス レーターで は、 ブランクとゼロを同等 に扱 うケースが あるが、 これ は、

ローカルな拡張オプ ションである。

(3)8bit文 字列(X属 性)

最大32767文 字 の8bit文 字 で構成 される文字列 データエ レメ ン トであ る。後述 す る

TFD形 式 では、最 も右側 にあ るブラ ンク以外の文字 より もさらに右側 にあ るブラ ンクを省

略 す ることがで きる。例 えば、 『△△ABC△ △△△』 と 『△△ABC』 は同一 の意味で あ

る。
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(4)16bit文 字列(K属 性)

最大16383文 字(32766byte)の16bit文 字 で構成 され る文字列データエ レメン

トである。本文字列内に、8bit文 字 を含め ることはで きない。本文字列で は、最 も右側 に

あ るブラ ンク(16bit文 字の ブランク、以下同 じ)以 外の文字 よ りもさらに右側 にあ るブラ

ンクを省略す ることがで きる。

例えば、r△ △構文規則△△△』 と 『△△構文規 則』は同一の意味であ る。

(5)補 足1

標準 メ ッセー ジ上で は、(1)か ら(4)までのデータエ レメ ン トの属性 と桁数の表示 を、表2-

1の ように行 う。

⑥ 補足2

数値データ内でのブラ ンクは原則 として使用禁止であ るが、受信用 トラ ンス レーターで は、

た とえ数値 の途 中に存在 して も、エ ラー扱いにせず 『0』 と見なす。

表2-1C川 シンタ ック スル ール のデ ータエ レメ ン トの標 準 メ ッセー ジ上 での表 現方 法

標 準 ヲセ戎 データエレメント

デ ー タ ・タ イプ ・デルク}ll－で の 表 現 デ ー タ 例 備 考

長 さ は、byte数 で表 す 。

8bit嫡1】 X属 性 X(n) 例)X(8)の 時 EIAJシ ンタ ッ クス

(JISXO201) n:最 大長(byte数) ABCDEFGH ルールと同一であ る。

文字 データ

i6bit文 字 列 K属 性 K(n) 例)K(10)の 時 長 さは 、byte数 で 表 す 。

(JISXO208) n:最大長(byte数) 産業と情報 漢字文字数の2倍 になる。

9(n), 例)9(5)の 時 9(5)V(0)と9(5)は 同一の

固定小数点 9(n)V(m) 23456 意味であ る。

正 数 9属性 nl整数部の桁数 例)9(3)V(2)の 時 ElAJシ ン タ ッ クス

(JISXO201) 皿:小数部の桁数 23456(ノ1敬 意は、4と5の 間) ルールと同一であ る。

数値 データ

N(n), 例)N(5)の 時

浮動ノ∫数点数 N(n)V(m) 一23456 N(5)V(0)とN(5)は 同 一 の

(JISXO20D N属 性 n:整数 部の桁 数 例)N(4)V(2)の 時 意味である。

皿:小数 部の桁数 一23456

2-1-3TFD形 式 デ ー タ1(デ ー タ エ レメ ン ト)

メ ッセ ー ジ内 の可 変長 デ ー タエ レメ ン トは、TFD(TransferFormData)形 式 で 表 現 しな け

れ ば な らな い。

デー タタ グ(デ ー タ識 別ID)、 デ ー タエ レメ ン ト長(デ ー タ長)及 び可変 長 デ ー タ エ レメ

ン トでTFD形 式 デ ー タ を構 成 す る(図2-1参 照)。

① デー タ タ グ は、 メ ッセ ー ジ内で の デ ータ エ レメ ン トを識 別す る。通 常 、標 準 メ ッセ ー ジ

及 びデ ー タエ レメ ン ト ・デ ィ レク トリーの整 理 番 号 が 用 い られ る。
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② デ ー タエ レメ ン ト長 は、 直後 の デー タエ レメ ン トの長 さをbyte数 で表 す 。

③ デ ー タエ レメ ン トには、2-1-1で 示 した省 略 ル ー ルが 適 用 で き る。

'

DataElementIDNuml)nr

－DataElement

'

DataElementLellgth

s'

デー タタグ デー タ長 デ ー タ

、

一 データの意味と属性を表す

一 データ長を表す

ξ'

一

≧、

図2-1TFD形 式デ ータ

(1)デ 一 夕タグ

デ日 夕タグには、縮小 モー ドと拡張モー ドがある。 メ ッセージ内には、TFD形 式のデー

タを格納 す るTFDエ リアがあ り、TFDエ リア内の拡張モ ー ド指示子 の左側が縮 小モー ド、

右側 が拡張 モー ドにな る。TFDエ リア内に拡張モー ド指示子がない時 は、TFDエ リア全

体が縮小 モー ドとな る(図2-2を 参照)。 縮小 モー ドで は、データタグは1byteの 符号無

バイナ リーの数値 とな り、1～239の 範囲の数値でデータエ レメン トの識別子を表す。拡

張モー ドでは、データタグは2byteの 符号無バイナ リーの数値 とな り、1～61439の 範

囲の数値で データエ レメ ン トの識別子 を表す。 この数値(デ ータタグの値)に は、通常 、標

準 メ ッセー ジやデータエ レメン ト・デ ィレク トリーの整理番号(項 目Nα)を 用い る。

/拡 張モード指示子 ＼

ヘ ッ ダー 縮小モー ド領域

/

X`FO'

有 効

拡張モー ド領域

＼
X`FO'

無 視

拡張モー ド領域

TFDエ リ ア ㍍三 合 一 ラ

図2-2メ ッセー ジ内のTFDエ リア にお ける拡 張モ ー ド指 示子 の機 能

(2)デ ー タ長(デ ー タ エ レメ ン ト長)

デ ー タ長 は、 直後 の デー タエ レメ ン トのデ ー タ長 をbyte数 で表 す 。1～239byteま での

デ ー タエ レメ ン トの長 さ は、1byteの 符号 無 バ イナ リー数 値 で 表 す 。240～32767
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byteま でのデータエ レメン トの長 さは、データ長拡 張子 と2byteの 符号無バイナ リー数値 を

用 いて表す(図2-3を 参照)。

1byteの 符

刷 出iバイナリー

データ長拡張子

デー タエ レメ ン トが1～239byteの 時 の デー タ長 表現

・・デ ー タ エ レメ ン トが240～32767byteの 時 の デ ー タ長 表 現

図2-3デ ー タ長(デ ータエ レメ ン ト長)の 形 式

(3)TFD形 式 データ1の まとめ

TFD形 式 データ1は 、データタグが縮小モー ドと拡張モー ドの2種 類あ り、デー タ長 も

通常形式 と拡張形式の2種 類があ るので、両者を組み合わせ ることによ り、合計4種 類あ る。

① 縮小モー ドデータタグ+通 常形式データ長……(01型TFDで あ る(図2-4のOl型))

② 縮小モ ー ドデータタグ+拡 張形式デー タ長 ……(02型TFDで あ る(図2-4の02型))

③ 拡 張モ ー ドデータタグ+通 常形式デー タ長 ……(11型TFDで あ る(図2-4の11型))

④ 拡張モ ー ドデータタグ+拡 張形式デー タ長 ……(12型TFDで あ る(図2-4の12型))

縮小モー ド

〔Ol型〕「 般項 目(X'00'～X'EF')

データ

タグ

データ

長 ;=禄 鑑
「1

1

e数

〔02型〕一般 項 目(X'OO'～X'EF')

byt

タ

データ長 ζ=捲一
1 2

全一デ ー タ長 拡 張子(X'F2')

拡張モー ド

〔11型〕一 般項 目(X'00〔肛 ～X'EFFF')

1一

データ

長 こ=多長椎 ・長・
2 1

byte数

〔12型〕一般 項 目(X'0000'～X'EFFF')

byte
F

データタグ データ長 ;=多癖 まる長・
2 1 2

e数 し デ ータ長拡 張 子(X'F2')

注)O内 は、デー タタグ(項 目Na)の 値の範囲を示す。

図2-4TFD型 式 デ ー タ1の 構造
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2-1--4TFD形 式データ2(TFD制 御子)

TFD制 御子 は、 メ ッセー ジのTFDエ リア内の各種モ ー ドを コン トロールす る。制御子 は、

常 に1byteの 符号無バイナ リーの数値(デ ータタグ:制 御 タグとも言 う)で 構成 され、制御デ

ータを持つ場合 と持たない場合があ る
。例 えば、拡張モ ー ドにおけ るマル チ明細ヘ ッダーは、

制御デー タと して1byteの 明細番号 を持 つ(図2-5及 び2-3-5を 参照)。

X'FA' 明細番号

マル チ明細 ヘ ッダ ーを表す

図2-5マ ル チ明細 ヘ ッダーの構造(拡 張 モ ー ド)

2-1-5TFDエ リア

ー つ又 は複数 のTFD形 式 デ ー タ1(デ ー タエ レメ ン ト)と 一 つ又 は複 数 のTFD形 式 デ ー

タ2(TFD制 御 子)で 、TFDエ リアを構 成 す る。TFDエ リア は可 変 長 デ ー タエ レメ ン ト

の集 合 体 で あ る。

TFDエ リア の最 後部(TFDエ リアの終 わ り)に は、TFD-END指 示制 御 子 『X`F

E'』 を置 か な けれ ば な らな い。TFD制 御 子 『X`FE'』 は、 メ ッセ ー ジ ・トレー ラ を兼

ね る。

2-1-6メ ッセー ジ

ー つ の メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー
、 一 つ のTFDエ リア及 び メ ッセ ー ジ ・ トレー ラで メ ッセ ー ジ

を構 成 す る。 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー は、常 に メ ッセ ー ジの先 頭 に置 き、 次 いで 、TFDエ リア

を置 か な け れ ば な らな い。 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ は メ ッセ ー ジの最 後 部 に置 か れ、TFDエ リ

アの 最後 部 に置 か れ るTFD制 御 子 『X`FE'』 で代 用 され る(兼 用 され る)。

2-1-7メ ッセー ジグ ルー プ ・ヘ ッダー

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー は、 固定長 デー タエ レメ ン トで 構 成 され る全 長251byteの

固 定 フ ォー マ ッ トの文 字 列 で あ る。

2-1-8メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラは、 固 定長 デー タエ レメ ン トで 構成 され る全 長251byteの

固 定 フ ォーマ ッ トの 文字 列 で あ る。

2-1-9メ ッセー ジグル ー プ

ー っ の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー
、一 つ又 は複 数 の メ ッセ ー ジ及 び一 つ の メ ッセ ー ジ グ

ル ー プ ・トレー ラで 、 メ ッセ ー ジグル ープ を構 成 す る。 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー は、 常
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に、 メッセー ジグループの先頭 に置 き、次 いで メ ッセージを置 き、最後部 にメ ッセージグルー

プ ・トレーラを置かなければな らな い。

2-1-10交 換

一 つ又は複数の メッセ ージグループで、一 つの交換を構成す る。一 つの交換 とは、一回の通

信 システム上 の接続 に相当 し、一 つの交換 に含 まれるすべてのメ ッセー ジグループは、その交

換で は、通信 システム上 の一つの発信地 か ら一 つの着信地 に送信 され る。

2-1-11レ コー ドとフ ァイル

コンピュータ ・システム における補助記 憶装置の論理的管理単位 を ファイル と呼び、個 々の

ファイル内の論理 的かっ機械的分割単位 を レコー ドと呼ぶ。

但 し、 ここで言 うレコー ドは、一般 的な コンピュータのOSに おける レコー ドの概念 とは、

必ず しも一致 しない。OSに よ って は、 レコー ドが存在 しない こともある。

CIIシ ンタックスルールでは、 フ ァイル内の論理 的分割単位 を レコー ドと して お り、 コン

ピュータのOSに おける レコー ドの概念 と一致す る場合 もある。 しか しなが ら、一致 しない場

合 で も、処理上の問題点があ るわけで はな く、OSに おける レコー ドとは切 り離 したプ ロセ ス

を構築 することが可能で ある。

2-1-12格 納構造

メ ッセー ジグループの ファイル/レ コー ドへの格納方法を、格納構造 と呼ぶ。

(1)交 換単位の格納構造

一っの交換 は
、一つの ファイルに格納す る。

② メッセー ジグループの格納構造

一 っの メッセー ジグループを一 つの ファイルに格納 して もよい し、複数 のメ ッセー ジグル

ープを一つのフ ァイルに格納 して もよい。 しか し、一つの メ ッセー ジグループを複数 の ファ

イルに格納 して はいけない。

(3)メ ッセージグループ ・ヘ ッダーとメ ッセ・一一ジグループ ・トレー ラの格納構造

一っの メッセージグループ ・ヘ ッダー及 び一つの メッセー ジグループ ・トレーラは、それ

ぞれ一つの251byteの レコー ドに格納 しなければな らない。

(4)メ ッセー ジの格納構造

一っの メッセー ジは、一つの可変長 レコー ドに格納す るか、一つ又 は複数 の251byteの

固定長 レコー ドに格納 しなければな らない。前者 を通常モー ド、後者を分割 モー ドと呼ぶ。

分割モー ドにお いて、 メッセー ジの長 さとレコー ドの長 さが合 わない時 レコー ド上の余 りの

部分 は、 ブランクで満た さなければな らない。
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2-2メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー

メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー は、TYPE12で 用 い られ るヘ ッダ ーで 、 図2-6の25

1byte長 の 固定 フ ォー マ ッ トで あ る。 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー は、1-3項 で示 す キ ャ

ラ クタ ーセ ッ トと文 字 コー ドで表 現 しな けれ ば な らな い。

一 つ の メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー は
、一 つ の251byteの レコ ー ドに格 納 しな けれ ば な

らな い。

TYPE12(251byte)

分

割

区

分

レコ

ード

区

分

発信 センター]斗

発信者

コー ド

受 信 センター]一ド

受信者

コー ド

BPID

リザーブ 情報

区分

第1ト ータ

ル項 目Nα

フォー

マット

ID

リザーブ

所 属VA

NコーF

発 信 セン

ターコード

所 属VA

N]一ド

受 信 セン

ターコード

纈 版

1 2

→ 1 1 1 12 12 12 12 12 12 4 2 2 12 4 3 3 2 10

,職 工 醐 モードtサ ブ纈

(メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダーの 続 き)

作成日

付時刻

リザーブ ンンタヲクス

lDバ ージ

ョン

拡

張

モー

ド

分

割

モー

ド

薄

コー ド

非
透

過

第2ト ータル

項目Nα リザ ー ブ

8 16 1 2

→ 12 12 6 1 1 1 1 1 5 5 89

yte数 (EIAJシ ンタッスルールで は、

定義 されていない部分)∈ う

図2-6メ ッセ ー ジ グ ル ー プ ・ヘ ッダ ー の フ ォ ー マ ッ ト

① 分 割 区分(文 字1byte:0(=X`30'))

TYPE12の ヘ ッダー か トレー ラーで あ る こと示 す 。

② レコー ド区分(文 字1byte:C(=X`43'))

TYPE12の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーで あ る こ と示 す。

③ 運 用 モ ー ド(文 字1byte)

1(・X`3r)の 時 テ ス ト ・デ ー タを表 す。0(・X`30')ま た は△(・X`20')の 時通 常 の

デ ー タを表 す 。

④ 発信 セ ンタ ー コー ド(キ ャラクターセットと文字 コード は、 表1-2を 参 照)

a.所 属VANコ ー ド(文 字12byte)

b.発 信 セ ンタ ー コー ド(文 字12byte)
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⑤ 発信 者 コー ド(文 字12byte)

キャラクターセット と文字 コード は、 表1-2を 参 照。

⑥ 受 信 セ ンター コー ド(キ ャラクターセット と文 字 コードは、表1-2を 参 照)

a.所 属VANコ ー ド(文 字12byte)

b.受 信 セ ンター コー ド(文 字12byte)

⑦ 受信 者 コー ド(文 字12byte)

キャラクターセット と文 字 コードは、 表1-2を 参 照 。

⑧BPID(キ ャラクターセット と文 字 コード は、表1-2を 参照)

a.機 関(文 字4byte)

ユ ニ ー クな、標 準 メ ッセ ー ジを管理 す る機 関 を表 す コー ド

b.サ ブ機 関(文 字2byte)

大分 類 管理 コー ド(標 準 メ ッセ ー ジ管理 機 関が 管理 す る コー ド)

c.版(文 字2byte)

バ ー ジ ョン番 号(標 準 メ ッセ ー ジ管理 機 関 が管 理 す る コー ド)

⑨ リザ ー ブ(文 字12byte)

将 来 の拡 張 エ リア(allブ ランク(ニX`20'))

⑩ 情 報 区分 コー ド(文 字4byte)

情 報 の種 類 を表す 。キャラクターセット と文 字 コード は、表1-2を 参 照 。

⑪ 第1ト ータル項 目ナンバー(文 字3byte*2)

後 述 ⑰ のr拡 張 モ ー ド』 に縮 小 が セ ッ トされ て い る時 ハ ッ シ ュ ・ トー タル に使 う項 目を

指 定す る。項 目Na(デ ータ・タグ値)が239以 下 の9属 性 また はN属 性 の 項 目を指定 す る。2

つ の項 目を指 定で き る。 ブランクを指 定 す る と、 ハ ッ シュ ・トー タル を行 な わ な い。キャラクターセッ

ト と文字 コード は、表1-2を 参 照 。

⑫ フ ォー マ ッ トID(文 字2byte)

EIAJシ ンタ ックス ル ール との 互 換 を保 つ た め、以 下 の 値 とす る。

a.TYPE12通 常 モ ー ド(非 分 割 モ ー ド)… ・…10(・X`3130')

b.TYPE12分 割 モ ー ド11(・X`313r)

c.TYPE12受 信 確 認 電 文20(・X`3230')

尚 、透過/非 透過 モ ー ドの 区 別 は本 コー ドの値 に影 響 しな い。 分 割 モ ー ドにっ いて は、

⑱ を参 照

⑬ リザ ー ブ(文 字10byte)

将 来 の拡 張 エ リア(al1ブ ランク(=X`20'))

⑭ 作 成 日付 時 刻(文 字12byte)

.メ≧
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メッセージグルーブの 作 成 日付 時刻YYMMDDHHMMSS。 文 字 コー ドは、 表1-2を 参 照 。

⑮ リザ ー ブ(文 字12byte)

将 来 の拡 張 エ リア(allブ ランク・X`20')

⑯ シンタックスIDバージョン 番号(文 字6byte)'

シ ンタ ッ クスル ール管 理 機 関 お よ び リリー ス ・バ ー ジ ョン番 号(CII110)を 表 す 。

キャラクターセット と文 字 コードは、 表1-2を 参照 。

⑰ 拡 張 モ ー ド(文 字1byte)

ブランク(・X`20')ま た はS(・X`53')の 時 、縮 小 モ ー ド(EIAJシ ンタ ックスル ール互 換 モ

ー ド)を 表 し
、E(・X'45')の 時 、 拡 張 モ ー ドを表 す 。文 字 コードは 、表1-2を 参 照 。

この エ リアが 縮 小 にセ ッ トされ て い る時 は メ ッセー ジが 縮小 モ ー ド(EIAJシ ン タ ッ

クス ル ー ル互 換 モ ー ド)で あ る ことを示 し、拡 張 にセ ッ トされ て い る時 は、 メ ッセ ー ジが

縮 小 モ ー ドか拡 張 モ ー ドの ど ち らか で あ る こ とを示 す 。

通 常 、EIAJシ ンタ ッ クスル ー ル互 換 モ ー ド(縮 小 モ ー ド)と す る時 はプランク(・X`20')

と し、 それ 以 外 の 時 はE(・X`45')に す る。

⑱ 分 割 モ ー ド(文 字1byte)

プランク(・X`20')ま た はM(・X`4D')の 時 、分 割 モ ー ドを表 し、S(・X`53')の 時、 通 常 モ ー ド

(レ コー ド分 割無 し)を 表 す 。文 字 コード は、 表1-2を 参 照 。

通 常 、EIAJシ ンタ ックス ル ール互 換 モ ー ド(分 割 モ ー ド)と す る時 はブランク(・X`20')

と し、 非 分 割 モ ー ドにす る時 はS(・X`53')と す る。

⑲ 文字 コー ド

メ ッセ ー ジを コー デ ィ ング して い る文 字 コー ドの種 類 を表 す 。 文字 コー ドは、 表1-2

を参 照 。

a.8bit系(文 字1byte)

ブランク(・X`20')ま た はS(・X`53')の 時8bit系 文 字 がJIS-XO201で あ り、P(=

X`50')の 時 、 そ れ以 外 を表 す 。

b.16bit系(文 字1byte)

プランク(・X`20')ま た はS(・X`53')の 時16bit系 文字 がJIS-XO208で あ り、P(=

X`50')の 時 そ れ以 外 を表 す 。

尚、EIAJシ ンタ ック スル ール で は この エ リア は定 義 され て い な いの で、 い か な る値

を設 定 して も、 通 常 のEIAJト ラ ンス レー ター に対 して効 果 を持 た な いが 、JIS-XO201,

JIS-XO208を 指 定 す る時 にはブランク(・X`20')を 用 い る方 が望 ま しい。

⑳ 非 透 過 モ ー ド(文 字1byte)

ブランク(・X`20')ま た はS(・X`53')の 時、 透過 モ ー ドを表 し、M(・X`4D')の 時 、 非 透過 モ ー
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ドを表 す 。 文字 コー ドは、表1-2を 参照 。 非 透 過 モ ー ドにつ いて は、2-6を 参照 。

尚、EIAJシ ン タ ッ クスル ー ル互 換 モ ー ド(透 過 モ ー ド)と す る時 は、 プランク(・X`20')

にす る必 要 が あ る。

⑳ 第2ト ータル項 目ナンバー(文 字5byte*2)

⑰ の 『拡 張 モ ー ド』 に拡 張が セ ッ トされ て い る時 、ハ ッシ ュ ・トー タル に使 う項 目を指

定 す る。9属 性 また はN属 性 の項 目を指 定 す る。2っ の項 目を指 定 で きる。 ブランクを 指定 す

る と、 ハ ッシュ ・トー タ ル を行 な わ な い。 ま た、⑪ の第1ト タル項 目ナンバーは指 定 が あ って も、

無 視 す る。文 字 コー ドは、表1-2を 参 照 。

尚 、⑰ の 『拡 張 モ ー ド』 に縮 小 が セ ッ トされ て い る時 は、 この エ リアを ブ ラ ンクに しな

けれ ば な らな い。

⑳ リザ ー ブ(文 字89byte)

将 来 の拡 張 エ リア(allブ ランク(・X`20'))

2-3メ ッセ ー ジ(可 変 長)の 構造(TYPE12)

一 つの メ ッセ ー ジ は、 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー,TFDエ リア,メ ッセ ー ジ ・トレー ラで構 成

され 、一 つ の トラ ンザ ク シ ョン、 例 え ば1通 の発 注 書 に相 当す る。又 、通 常 モ ー ドで は、一 つ

の メ ッセ ー ジは一 つ の 可変 長 レコー ドに格 納 し、 分 割 モ ー ドで は、250byte(分 割 識 別 子 を 除

く)づ っ単 純 に分 解 して 、 これ に分 割 識 別子 を付 加 した251byteの 固定 長 レコー ド(250byte

未 満 の 時 は ブ ラ ンクを右 側 に追加 して250byteの1レ コー ドにす る)に 格 納 す る。 レコー ドへ

の格 納方 法 を除 けば 、通 常 モ ー ドと分 割 モ ー ドは同一 の構造 で あ る。 以下 で は、通 常 モ ー ドの

メ ッセ ー ジの構 造 を説 明す る。

2-3-1メ ッセー ジの全 体 構 造

図2-7の 構造 で あ る。TFDエ リア(TransferFormDataArea)は 可 変 長 で あ り、 この

中 にTFD型 式 の デ ー タが 収容 され る。TFD型 式 デ ー タの構 造 は、2-1-3及 び2-1-

4を 参照 。

∈ メ ッセー ジ長

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー

TFDl TFD2
.● ● ●.・ TFDn

、

ト

レ

1

ラ

ー

1

シーケンス

No

メァセー

ジ 長

→1 1 5 2 ∈ 可変長

' 'L

.。 一 瓶 分(D(=X`44'))晒)一
一 分割識別子(9(・X39'))

byte数

図2-7メ ッセ ー ジの全体 構造
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2-3-2メ ッセー ジ ・ヘ ッダー の詳 細

① 分 割 識 別 子(9(・X`39'))

メ ッセ ー ジを収 容 した レコー ドの 分 割識 別 子

② レコー ド区分(D(・X`44'))

メ ッセ ー ジを収 容 した レ コー ドで あ る こ とを表す 。

③ シー ケ ンスNa(数 値5桁 アンパック 型 式)

メ ッセ ー ジを収 容 した レコー ドの昇 順 の5桁 の シーケ ンス番 号 で あ る。 メ ッセ ー ジグル

ー プ ・ヘ ッダ ー ・レコー ド直 後 の レコー ドの値 は1で 、 以後1つ っ 増加 す る。 文 字 コー ド

は表2-1を 参 照 。

④ メ ッセ ー ジ長(数 値2byteバ イナリ型 式)

メ ッセ ー ジを収 容 した レコー ドの先 頭 か ら、 トレー ラの手 前 まで の 全 長 を表 す 。 トレー

ラ は この長 さ に含 まれ な い こ とに注意 す る。

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーで透 過 モ ー ドが設 定 され て い る時 は、 数 値 の 最 大値 は、

32767で あ る。 これ よ り長 い メ ッセ ー ジの時 は、 この エ リアの値 を32896(X'8080')と し、

『2.3.5』 で 示 す メ ッセ ー ジ長 指示 子 に よ って 、 メ ッセ ー ジ長 を表 す 。 メ ッセー ジ長

指示 子 を 用 い る場 合 は、 メ ッセ ー ジ長 指示 子 は、 図2-7のTFD1の 位 置 にお か な けれ

ば な らな い。

メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダーで 非 透過 モ ー ドが設 定 され て い る時 は、 この エ リアの値

を32896(X'8080')と し、 『2.3.5』 で示 す メ ッセ ー ジ長 指示 子 に よ って 、 メ ッセ ー

ジ長 を表 す 。 メ ッセ ー ジ長 指 示子 を用 い る場 合 は、 メ ッセ ー ジ長 指 示 子 は、 図2-7のT

FD1の 位 置 に お か な けれ ば な らな い。

2-3-3TFDエ リア(TransferFormDataArea)の 詳 細

TFDエ リア は、TFD形 式 デ ー タ1(2-1-3参 照)及 びTFD形 式 デ ー タ2(2-1

-4参 照)で 構 成 す る
。

TFDエ リア は常 に縮 小 モ ー ドで始 ま り、 拡 張 モ ー ド指 示 子 が 出現 した 時 点 で拡 張 モ ー ドに

切 り換 る。 この 拡 張 モ ー ドは、 同一 メ ッセ ー ジグル ー プ内の 次 の メ ッセ ー ジのTFDエ リア に

影 響 しな い。 拡 張 モ ー ドで終 わ った メ ッセ ー ジの次 の メ ッセ ー ジのTFDエ リア は、再 び縮 小

モ ー ドで 始 ま る。

拡 張 モ ー ド指 示 子 がTFDエ リア にな い 時 は、TFDエ リア全 体 が 縮 小 モ ー ドで あ り、 さ ら

に、 メ ッセ ー ジグル ー プ 内の す べて の メ ッセ ー ジのTFDエ リア全 体 が 縮 小 モ ー ドの 時 メ ッセ

ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ー のr拡 張 モ ー ド』が 『S』 にな る。 メ ッセ ー ジグ ル ー プ内 にひ とっで

も拡 張 モ ー ドの メ ッセ ー ジが 存在 す る場 合 は、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ーの 『拡 張 モ ー ド』

は 『E』 に しな けれ ば な らな い。 通 常 のCIIト ラ ンス レー ター(送 信 用)で は、 『拡 張 モ ー
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ド』の初期値 を 『S』 とし、拡張モ ー ドの メ ッセ ー ジを作成 した時点で、 『拡 張 モー ド』 を

『E』 に変更す る。

TFD形 式 データは、常 にタグ(デ ータタグ又 は制御 タグ)で 始 まる。縮小 モー ドの時、デ

ータタグは1byteの バ イナ リー数値であ り、拡張モ ー ドの時、 デー タタグは2byteの バ イナ リ

ー数値 である
。制御 タグは、縮小/拡 張 モー ドによ らず常に1byteの バ イナ リーの数値であ る。

データタグか制御 タグか は、 タグの最初 の1byteの 値 によって決定 される。 この1byteの 値が

240(X`FO')よ り小 さい時データタグであ り、240(X`FO')以 上 の時制御 タグであ る。

制御 タグは、TFDエ リアのモー ドや繰 り返 し構造 の コン トロールを行 う。そ こでTFD制

御子 と も呼ぶ。すなわち、データタグや制御 タグ(TFD制 御子)は 、CIIシ ンタ ックスル

ールの最 も重要な要素 であ り、 このため、CIIシ ンタ ックスルールはタグ方式 と呼ぶ。

TFDエ リアを参照 す る時 は、必ずエ リアの先頭(左 端)か ら参照 しなければ な らな い。 エ

リアの左端には、必ず、データタグか制御 タグが存在す る。

2-3-4TFDの 省略

一っのメ ッセー ジに含めなければな らな いTFD(デ ータ項 目)は 、標準 メ ッセー ジによ っ

て規定 される。 しか しなが ら、実際の業務で必要 とす るTFD(デ ータ項 目)が 、標準 メ ッセ

ー ジによ って規定 されるTFD(デ ータ項 目)よ りも少 ないことがあ る。 このよ うな時、不要

なTFD(デ ータ項 目)を 省略す ることがで きる。TFD形 式 データ1(一 般デー タ項 目)の

省略 にっいて は何 らの制限 もない。 さらに、数値 がゼ ロの数値TFDや 内容がallブ ランクの

文字列TFDは 、一般 的に省略可能であ る。

TFD形 式 データ2(TFD制 御子)に っいて は、一般 に省略 で きない。 しか しなが ら、マ

ルチ明細制御子(マ ルチ明細ヘ ッダー、改行 マーク及びマルチ明細 トレー ラ)は 、条件に より

省略 で きることが ある(2-3-7参 照)。

2-3-5TFD制 御子の機能

TFD形 式データ2は 、TFD制 御子 と呼ばれ、TFDエ リアの コン トールを行 う。TFD

制御子 は、1byteの バ イナ リーの数値で あるが、あ る種のTFD制 御子 は制御デー タを保持す

る。制御 データは固定長である(図2-8を 参照)
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〔縮 小 モ ー ド〕

制 御 タ グ 制 制 御

(X`FO'御 デーク

～X`FF')撒 グ

byte数

一仁i

w,珊,時

〔拡 張 モ ー ド〕

制 御 タ グ 制

(X`FO'御

～X`FF')タ ゲ

byte数

注)0内 は、 制御 タグ
… …

,の 値を示 す。

頸

一口

w,x'F9',,・,A',時

図2-8TFD制 御子の構造

(1)拡 張 モー ド指示子(240・X`FO')

TFDエ リアに、 この制御 タグが出現す ると、それ より右側 のTFDエ リアは、拡張モー

ドにな り、拡張モ ー ドのTFDが 存在す ると見なす。拡 張モー ド指示子が同一 のTFDエ リ

アに複数個存在す る場合 は一番左側 の拡張モー ド指示子が有効で、それ以外 は無視 す る(図

2-9を 参照)。

ヘ ッ ダ ー 縮小モード領域 X`FO'

有 効

拡張モー ド領域 X`FO'

無 視

拡張モー ド領域

＼

トレ ー ラ

図2-9TFDエ リアにおける拡張モー ド指示子の機能

(2)デ ー タ長拡 張 子(242=X`F2')

デ ー タ長 が240byte以 上 の 時 、 これ を付加 す る こ とで、 デ ー タ長 が2byteで 表現 され て

い る こ とを示 す。 この 拡 張 子 は、常 に、 デ ータ タ グの直 後 で デ ー タ長 エ リアの 直前 に な け れ

ば な らな い。

デ ー タ長 の 直前 に デ ー タ長 拡 張 子(X`F2')が 付加 す る こ とで 、 デ ー タ長 の最 大 長 が 、32

767byteま で拡 張 され る。 通 常 の トラ ンス レー タ ー は、 デ ー タ長 が240byte以 上 に な る

と自動 的 にデ ー タ長 拡 張 子(X`F2')を 付加 し、 デ ー タ長 を2byteで 表現 す る。

尚 、単 一 項 目の デ ー タ長 が240byte以 上 の時 は、縮 小 モ ー ドで も、EIAJシ ンタ ック

スル ー ル とは互 換 性 が な い。
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(3)メ ッセー ジ長 指示 子(247・X`F7')

メ ッセ ー ジ長 指 示子 は メ ッセ ー ジ長 を 表 す制 御 タ グで あ り、 制 御 デ ー タ と して7byteの メ

ッセ ー ジ長 を保持 す る。 この制 御 タ グは、TFDエ リアの先 頭(左 端:図2-7のTFDl

の位 置)に あ る時 の み有 効 で 、 そ の他 の場 所 に存在 す る時 はエ ラー で あ る。7byteの メ ッセ

ー ジ長 は 、 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ(デ ー タセ グメ ン ト ・セパ レー タ ー(TYPE-Eの 時))

を 除 く、 メ ッセ ー ジ長 を表 す 。 メ ッセ ー ジ長 は、十 進 キ ャ ラ クタ ー表 現 で あ る。

メ ッセ ー ジ長 指示 子 を用 い る時 は、 メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーの メ ッセ ー ジ長 エ リア をX'8080'

にす る と と もに、 メ ッセ ー ジ長 指 示 子 の 長 さ8byte分 メ ッセ ー ジ長 を増 加 させ な けれ ば な ら

な い。 メ ッセ ー ジ長 指 示 子 は、以 下 の 時 に用 い る

① 透 過 モ ー ドの 時(TYPE12)

メ ッセ ー ジ長 が32776(byte)～9999999(byte)(メ ッセ ー ジ長 指示 子 の長 さ8byte

を含 む)の 時 、 図2-10に 示 す よ うに用 い る(メ ッセ ー ジ長 が9(byte)～32767(by

te)の 時 は、 メ ッセ ー シ ・ヘ ッダ ー の メ ッセ ー ジ長 で 表 す)。

② 非透 過 モ ー ドの 時(TYPE12)

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダー の メ ッセ ー ジ長 エ リア を、X'8080'に し、 図2-10に 示 す よ う

に 用 い る。 メ ッセ ー ジ長 は17(byte)～9999999(byte)(メ ッセ ー ジ長 指示 子 の 長 さ8

byteを 含 む)が 許 され る。

メ ッセ ー ジ長 指 示子 を含 むTYPE12メ ッセ ー ジは、 縮 小 モ ー ドで あ って も、EIA

Jト ラ ンス レー ターで は解 読 不 能 に な る。

③TYPE-Eの 時

メ ッセ ー ジ長 が32776(byte)～9999999(byte)(メ ッセ ー ジ長 指示 子 の長 さ8byte

を含 む)の 時 、 メ ッセ ー ジ長 エ リア を99999と して 、 メ ッセ ー ジ長 指 示子 に よ り、 デ ー タ

長 を表 す(詳 細 は、3-3-2を 参 照)。

byte数

TFDエ リアー 一一→

X'8080'

図2-10TYPE12に おけるメッセージ長指示子の使い方
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(4)バ イ ナ リーデ ー タ補 正子(248・X`F8')

TYPE12の 非 透 過 モ ー ドの 時、 この補 正 子 の直 後 の1byteの バ イ ナ リーデ ー タが 、補

正 されて い る ことを 示 す 。補 正 の方 法 は、2-6を 参 照 。バ イナ リー デ ー タ補 正 子 は、以 下

の ケ ー ス の 時の み有 効 で あ る。

① 縮 小 モ ー ドで 、 デ ー タタ グ(1byte)の 直 前 に あ る時

② 拡 張 モ ー ドで 、 デ ー タ タグ(2byte)の 直 前 、 デ ー タ タ グ第2byteの 直 前 に あ る時

⑧ 縮 小/拡 張 モ ー ドで 、 レングス タ グ(1byte)の 直 前 、 デ ー タ長 拡 張 子 付 レ ングス タ グ

(2byte)の 直 前 と第2byteの 直前 にあ る時

(5)イ ンター ナ ル セ グ メ ン ト指示 子(249・X`F9')

メ ッセ ー ジ本 体 内 のTFDエ リア 内の任 意 のTFDの 集合 を、 『イ ンタ ー ナ ル セ グ メ ン ト』

と定 義 す る。 イ ン タ ー ナル セ グ メ ン ト指示 子 は、 イ ンター ナ ル セ グ メ ン トの 区 切 りを示 す

(3-6も 参 照)。

① イ ンター ナ ル セ グメ ン トは、 イ ンタ ーナ ル セ グ メ ン ト指示 子(X'F9'),マ ル チ明細 ヘ ッ

ダ ー(X'FA'),改 行 マ ー ク(X'FB')お よび マ ルチ 明細 トレー ラ(X'FC')で 区 切 られ るTF

Dの 集 合 で あ る。

② マ ル チ 明細 に お け るセ グメ ン ト

マル チ 明細 の セ グメ ン トは、 イ ンター ナ ル セ グ メ ン トで あ り、一 つ の明 細 内 に イ ンター

ナル セ グ メ ン ト ・セパ レー タ ーを設 け る ことで 、二 つ の イ ンタ ーナ ル セ グ メ ン トに分 割 す

る こ と も可 能 で あ る。

この制御 タ グは、1byteの 明細番号 を持つ。明細番号 は、1～9とA～Zま での35種 類

であるが、オプ シ ョンとして156種 類にす る こともで きる(3-6を 参照)。 す なわ ち、

一つの メ ッセー ジ内に最大35種 類(も しくは156種 類)の イ ンターナルセグメ ン トを設

定で きる(3-3-2を 参照)。 イ ンターナルセグメン トはオプ ションであ り、 トラ ンス レ

ーターの処理 になん らの影響 も与 えない
。送信用 トラ ンス レーターで はオプ シ ョン指定 によ

って、イ ンターナルセグメン ト指示子を挿入す る。一方、受信用 トラ ンス レーターで は、イ

ンターナルセグメ ン ト指示子を、単純 に読み飛ばす(無 視す る)。

標準 メッセー ジ上で インターナルセグメン トを設定 し、 このセ グメン トとUN/FDIF

ACTに おけるセ グメ ン トの構造 を一致 させ ることにより、TYPE-EとUN/EDIF

ACTと の 間の相互 変換が可能 になる。

尚、 イ ンターナルセ グメン ト指示子を含むTYPEl2メ ッセー ジは、縮小モ ー ドであ っ

て もEIAJト ラ ンス レーターでは解読不能 にな る。
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(6)マ ル チ明 細 ヘ ッダ ー(250・X`FA')

このTFDは 、 マル チ 明細 ヘ ッダ ー を表 し、 マ ル チ明細 の始 ま りを示 す(2-3-7を 参

照)。

拡 張 モ ー ドの 時 は、 このTFD制 御 子 は1byteの 制 御 デ ー タを保 持 し(図2-8)、 マル

チ明細 の番 号 を 明示 す る。 一 つ の標 準 メ ッセ ー ジ内 に2っ 以 上 の マ ル チ明 細 が あ る時 、 この

番 号 を 用 いて 、 明示 的 に、 それ ぞ れ の マ ル チ明細 を 区別 す る。 明細 番 号 は、1(・X`3r),2(・

X`32'),・ …,9(=X`39'),A(ニX`41'),B(=X`42'),・ …,Z(・X`5A')ま で の35種

で あ る。

尚、縮 小 モ ー ドの 時 はマ ル チ明細 の番 号 の明 示 はな く、 明細 番号 は常 に 『0』 と して扱 う。

例 えば 、縮 小 モ ー ドの時 にマ ル チ明細 が 始 ま り、 そ の 明細 が終 わ る前 に拡 張 モ ー ドへ 移行 し

た 時 は、 ゼ ロ番 の マ ル チ明細 と して認 識 す る。

通 常 の 送 信 用 トラ ンス レータ ー は、 明 示 的 明細 番 号 付 マ ルチ 明細 をTFDエ リア に組 み込

む 時 、拡 張 モ ー ドに移行 させ る。

(7)マ ル チ 明細 改行 マ ー ク(251・X`FB')

マ ル チ 明細 の1行 の終 わ りを示 す(2-3-7を 参 照)。

(8)マ ル チ 明細 トレー ラ(252・X`FC')

マ ル チ 明細 の終 わ りを示 す(2-3-7を 参照)。

(9)ト レー ラ(メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ)(254=X`FE')

TFDエ リアの終 りを示す 。 メ ッセ ー ジの終 りで もあ る。 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラを兼 ね る。

⑩ そ の 他

TFD形 式 デ ー タ1の デー タエ レメ ン トの デ ー タ長 は、縮 小 形 式 の 時 、最 小lbyte,最 大

239byteで あ り、拡 張 形 式 の時 、最 小240byte,最 大32767byteで あ る。 いつ れ の

場 合 も、Obyteは 許 され な い。

2-3-6デ ー タ タ グ と項 目Na

標 準 メ ッセ ー ジや デー タエ レメ ン ト ・デ ィ レク トリーで は、設 計 や メ ンテナ ンスの合 理 化 の

た め に 、 デ ー タエ レメ ン トに整理 番 号 を付 け、項 目Naと す る。CIIシ ンタ ック スル ー ルで は、

この項 目NaとTFD形 式 デ ー タ1の デ ー タ タグの値 を一 致 させ る こ とに よ り、 トラ ンス レー タ

の 変 換 テ ー ブ ルの運 用 を効率 化 させ る。 従 って 、 新 しい項 目を標準 メ ッセ ー ジや デ ー タエ レメ

ン ト ・デ ィ レク トリー に追加 す る時 は、 あ る規 則 に従 って 、 その 追加 項 目の項 目Naを 定 め る。

この規 則 を 、項 目Na割 当計 画 と呼ぶ 。 表2-3は 、 産 業情 報化 推進 セ ンター が推 奨 す る割 当計

画 で あ る。
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表2-3 項 目Na割 当 計 画

データタグの値 デ自

1身

夕の

賑
さ

項 目Nα の 割 当(意 味 及 び 機 能)拡張モー ド 縮小モー ド

Hex Dec 長 さ Hex Dec 長さ

㎜ 0 2 oo ⑭ 1 1 使 用 禁 止

0001

～

00EF

1

～

239

|
2

1

Ol

～

EF

001

～

239

1
1

1

1

又 は

2

「 般項 目(8bit文 字,16bit文 字)の 項 目Noを 表す 。(9,x属 性 の デ ータの

み使 用 し、 デ ー タ長 エ リアが1byte(項 目デー タ長が239byte以 下)の 時 、El

AJ標 準 との互 換 性領 域)

00FO

～

EA5F

240

～

59999

1
2

1
鰯 鰯 鋤

1

又 は

2

一般 項 目(8bit文 字
,16bit文 字)の 項 目Noを 表 す。

EE48

～

EFFF

61000

～

61439

1
2

|

鋤 鰯 鋤
1

又 は

2

使用禁止(リ ザーブ 未定義)

2-3-7デ ータの繰 り返 し(繰 り返 しルール:表 型式デー タ)

同一 メ ッセー ジ内のTFDエ リアで は、同一のデータタグ値を持つTFD形 式 データ1のT

FD(デ ータ項 目)を2個 以上含 めることは原則 としてできな い。 同一のデータタグ値を持つ

TFD形 式 データ1を 複数個含 めるためには、繰 り返 しルールを用 いる。

(1)単 独項 目の 暗示的繰 り返 し

同一 のデータタグ値 のTFDを 単純 に複数個並べ ることで、同一 メッセー ジ上で、同一項

目を複数個伝送で きる。 この場合、 同一項 目(TFD)を 隣合 うよ うに並べ、送信側 と受信

側で メ ッセー ジ内での項 目の順番の管理 を、厳密に行わなければな らない。 この方式 は運用

ミスを起 こ しやす く、推奨で きない。な るべ く、セグメン ト化す る。

(2)マ ルチ明細

い くっかのTFD(デ ータタグ値 は、 それぞれ異なる)を 集 めて セグメ ン トと し、セ グメ

ン ト単位で 明示的 に繰 り返 しを行 うもので、表型式データの伝送 に適用す る。 セグメ ン トは

一 つのTFDで 構成 して もよい
。

図2-11の ように、最初のセ グメ ン トの先頭 にマルチ明細ヘ ッダー,セ グメ ン トとセ グメ

ン トの間 に、改行 マーク,最 後 のセグメン トの終 わ りに、 マルチ明細 トレーラーをセ ッ トす

る。 また、必要 に応 じて各 セグメ ン ト内の任意 のTFDを 省略 で きる。同一 セ グメン ト内の

すべてのTFDが 省 略 された時 は、改行 マー クだけが残 され る(図2-12)。
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∈ セグメン ト1 ∋ ∈ セグメント2∋ ∈ セ グ メ ン ト3・ う

TFD1-1 TFD2-1 TFD3-1 TFDI-2 TFD2-2 TFD3-2 TFD1-3 TFD2-3 TFD3-3

L藷 《酬 ㌫L轍 一・・一 ・L㌣;;鯉 緊
_、 」

拡張 モー ド64049=X`FA31'

図2-11マ ルチ明 細

∈ セ グ メ ン ト1 ∋ ∈ セ グ メ ン ト3 ∋

TFDI-1 TFD2-1 TFD3-1 TFDI-3 TFD2-3 TFD3-3

L㌫ 響 ・㌫

κ 。ルチ明細,、.,、25_」
拡 張 モ ー ド64049・X`FA3r

図2-12マ ルチ明細(図2-11

改 行マ ー ク(251・X`FB')

セ グ メ ン ト2の 省 略

のTFD1-2,TFD2-2, TFD3-2が 省 略 された 時)

マルチ明細 のセ グメ ン トの中にイ ンターナルセグメ ン ト指示子 を含め ること もで きる(図

2-13)。 イ ンターナルセ グメン ト指示子 は、 マルチ明細 の コン トロールには何 らの影響 も

与 えない。

∈ マルチ明細セグメント … …

∠ ・…
ヘ ッ ダ ー TFD1 TFD2 lSID-1 TFD3 TFD4 改行 TFD1 ……/

∈ 名無 し テ

イ ンター ナル

セ グメ ン ト

∈1番 う

イ ンターナ ル

セ グメ ン ト

ミ

注1)ISID-1:イ ンターナ ルセ グ メ ン ト謝1仔(明 細 番号 「1」)

注2)図 の 名無 しイ ンターナル セ グ メ ン トに名前 を付 け るため に は、

TFD1の 左側 に イ ンターナ ル セ グメ ン ト翻1仔 を挿 入す る。

図2-13マ ル チ明細 内の イ ンタ ーナル セ グメ ン ト
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(3)マ ル チ明細の複数化

縮小モ ー ドでは、暗示的にマルチ明細 の複数化ができる。 この場合、図2-14に 示す よ う

に、左側のマルチ明細の省略 を行 う時 は、少な くともマルチ明細ヘ ッダーとマルチ明細 トレ

ーラーは残す ことが望 ま しい
。

TFDエ リア

マルチ明細 トレーラ

マルチ明細ヘ ッダー

(第1マ ルチ明細)

Lマ ルチ明細ヘ ッダー

マ ルチ明細 トレー ラ

図2-14縮 小モー ドにおけるマルチ明細の複数化

拡張 モー ドで は、マルチ明細 の番号 によって明示的にマルチ明細 の複数化 を行 う。 この場

合、任意の マルチ明細が省略可能で ある(図2-15参 照)。

TFDエi)ア

マ ル チ 明 細 トレー ラ マ ル チ 明 細 ヘ ッダ ー

マ ル チ明 細 ヘ ッ ダー(252・X`FC◆)(64051ニXもFA33')

(64049ニX`FA31')マ ル チ明 細 トレー ラ

(252ニX`FC')

図2-15拡 張 モ ー ドに お け る マ ル チ 明 細 の 複 数 化(第2マ ル チ 明 細 の 省 略)

(4)マ ルチ明細 のネス ト化(拡 張モー ド)

拡張モ ー ドで は、 マルチ明細のネス ト化がで きる。図2-16に 示す よ うに、3次 元以上の

表型式デ ータで用 いる。各 レベルでのマルチ明細ヘ ッダーの明細番号 は、異な る番号 を用 い

る。 また、任意 のTFD,セ グメン トおよびマルチ明細 の全体 を省略で きる。 しか しなが ら、

レベル2の セ グメン トが省略 されない場合、 レベル1の セ グメン トの マル チ明細 ヘ ッダーと

マルチ明細 トレーラは省略 しない こと も可能で あるが、 この ことによって誤動作 す る受信用

トラ ンス レータ もある。一般的にn<mの 時、 レベルmの セグメ ン トが省略 されない場合、

レベルnの マルチ明細 ヘ ッダー とマルチ明細 トレーラを省略 しな い時 は、注意 を要す る。

縮小 モー ドでのマルチ明細 のネス ト化 は、禁止する。多 くの送信 用 トラ ンス レーターは、

明細番号無の マルチ明細 によるネス ト化を検 出 した場合 、 自動的 にエ ラー処理 を行 う。
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品 名 発送日 数 量

∈ 凶 ↓1セWン}∋

〈 レベル2セグメント 〉

TFDI-1

レベル1

≡
≡

TFDl-1翻2-t1' 狸03泊' il塑
■

＼丁随2一12 狸D3二12

'

X

レ ル2

＼̀
FA31'X

/

4FA32'
.s

丁岡2一田 呼樋3

TFD1-2

TFD2-21 TFD3-21

TFD2-22 TFD3-22
≡ .

鋼2"斐1 一 鞭12艦3一 舗 ぶ131…≡

TFD2-23 TFD3-23

自 ・醐 解 圏改行←・ 嚢 網 ・レ・

図2-16マ ル チ明細 の ネ ステ ィング

2-3-8縮 小/拡 張モー ドとマルチ明細の関係

(1)マ ルチ明細 中での拡 張モー ドへの移行

縮小モー ド中の明細番号無 マルチ明細 の途 中で、拡張 モー ドへ移行 した時はその マルチ明

細 は、 『0』 番の明細番号付マルチ明細 と見なす。

② 拡張モ ー ド中の明細番号無 マルチ明細

拡張モ ー ド中では、明細番号無マルチ明細 ヘ ッダーの使用は許 されない。従 って、拡張 モ

ー ド中に明細番号無 マルチ明細が出現 した時(ト ラ ンス レーターの変換 テーブルで このよ う

な指定のケースが ある)は 、強制的に 『0』 番 の明細番号 を付加す る。従 って、拡張 モー ド

の 『0』 番 マルチ明細 と縮小モー ドにお けるマルチ明細 は、同一明細 と して取 り扱 う。

2-3-9メ ッセー ジ ・ トレー ラ

TFDエ リアの終 わ りを示 すTFD制 御 子(1byteの 数 値(254・X`FE'))で 、 一 つ の メ ッ

セ ー ジの終 わ りを も示 す。 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラを 兼 ね る。

2-4メ ッセー ジの格 納 構 造(TYPE12分 割 モ ー ド)

TYPE12の 通 常 モ ー ドで は一 つ の可 変 長 の メ ッセ ー ジを一 つ の可変 長 レコ ー ドに格 納 す

る。 一方 、分 割 モ ー ドで は一 つ の可変 長 メ ッセ ー ジを250byteづ っ に分 割 して 、1個 あ るい

はn個 の251byteの 固 定長 レコー ドに収 容 す る。 す な わ ち、分 割 モ ー ドの時 は メ ッセ ー ジの
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内容 自体 は同一 で、論理 レコー ドへの格納方法が異 なる。

レコー ドの分割 は、以 下のよ うに行われ る。

矧
1byte'～250byte

251byte～500byte

2501byte～750byte

50*(n-1)十1byte～250*nbyte 籔}一
分 割 され た メ ッセ ー ジ(250byte)の 左先 頭 に、分 割識 別子(1byte)を 追 加 した251byteの

デ ー タが 分 割化 レコー ドとな る。 分 割識 別子 は 、 レコー ドの順 番 チ ェ ック と最 終 レ コー ドの検

出 の た め に、次 の よ うに付 番 す る。文 字 コー ドは、原 則 と してJIS-XO201で あ る。

1(=X`319)→2(ニX`32')→ ・… →8(=X`38')

→1(・X`31')→2(・X`32')→ … ・→5(・X`35')→9(・X`39')(最 終 レ

コー ド)

っ ま り、1,2,3,… ・の順 で8ま で 行 き、ふ たた び1か ら8ま で番 号 を 付 け る。1～8

まで の繰 り返 しで あ る。 そ して、 最 終 レコー ドは、常 に9を 付 け る。 図2-17は 、4つ に分 割

され た例 を示 す。 最 終 レコー ドの 右 余 白 には、 ブラ ンク(・X`20')を 満 たす 。

尚 、 メ ッセ ー ジ長 が250byte以 下 の時(分 割 識 別子 を除 く)は 、1レ コー ドに格 納 され 、

一 分 割識 別 子 は
、9・X`39'で あ る。

< 850byte デ

・∠

Hex表示＼

/

39
TYPEI2メ ・セー ・

変更

1レ コー ド 第2レ コー ド 第3レ コー ド.レ コー ド

〆

13 32 33 39

ii

ii

iiオールブランク

【:

' 、 ' 、

← 一 一 一250byte>

TYPE12メ ッセージ

ゾ←100

byte→

←150byte→∈250byte ∋ ← 一一250byteう

251byte分割翻ll子 ∈ う Hex表 示

図2-1了TYPE12分 割 化固定 長 レコー ド(4分 割 の例)

2-5メ ッ セ ー ジ グ ル ー プ ・ ト レ ー ラ

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ は、TYPEl2で 用 い られ る トレー ラで 、 図2-i8で 示 す
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251byteの 固 定 フ ォー マ ッ トで あ る。一 つ の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラ は、一 つ の25

1byte長 の レコー ドに格納 され る。

TYPEl2(251byte)

最終シー

ケ刀

番 号

トータル項目M

リザーブ項 目合計1 項目合計2

→ 1 1 5 15 15 21・1
'

助te数

't
－レコー ド区分(E(=X泌))

分割識別子(0(・X3σ))

図2-18メ ッセ ー ジグルー プ ・トレー ラ(TYPE12)

2-5-1メ ッセ ー ジグ ルー プ ・ トレー ラ の詳 細

① 分 割識 別 子(0(・X`30'))

ヘ ッダー も し くは トレー ラ ー ・レ コー ドで あ る こ とを示 す 。

② レコー ド区分(E(・X`45'))

メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラで あ る こ とを示 す 。

③ 最終 シーケ ンスNa(数 値15桁 アンパック型 式)

直前 の メ ッセ ー ジの シー ケ ンスNaで あ る。 す な わ ち、 メ ッセ ー ジの数 を表 す 。 メ ッセ ー

ジが0件 の 時 は、0に な る。 文 字 コー ドはJIS-XO201を 用 い る。

④ トー タ ル項 目Na

a.項 目合 計1(数 値15桁 アンパック 型 式)

チ ェ ッ ク用 トー タル数 値1、 文 字 コー ドは、JIS-XO201を 用 い る。

b.項 目合 計2(数 値15桁 アンパック 型 式)

チ ェ ック用 トー タル数 値2、 文 字 コー ドは、JIS-XO201を 用 い る。

⑤ リザ ー ブ(文 字214byte)

将来 の拡 張 エ リア(allブ ランク・X`20')

2-5-2チ ェ ック用 トー タ ル数 値 の 算 出方 法

メ ッセ ー ジ グル ープ ・ヘ ッダ ー で指 定 され た項 目Na(デ ータ・タグ値)の 数 値 デー タを メ ッセ ー ジ

中 か ら取 り出 し、全 体の 桁 数 が15桁 よ り小 さい時 は、左 側 に0を 必 要 な数 だ け追加 し全 体 の桁

数 が16桁 以 上 の 時 は時 は、16桁 以 上 を カ ッ トして15桁 に して 、加 算 す る。 和 が16桁 以 上 に な る

時 は、 その都 度16桁 以上 を カ ッ トして15桁 にす る。 一 つ の メ ッセ ー ジ グル ー プ 内 にあ る指 定 さ

れ たTFDの 数 値(デ ー タ部)の 総 計 を 、 チ ェ ック用 トー タ ル数 値 とす る。項 目1と 項 目2そ
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メ ッセー ジグループ ・ヘ ッダーの拡張モー ド指示子で、縮小モー ド(ブランク又 はS)が 設定 さ

れて いる場合 に は、第1ト ー タル項 目ナ ンバー ・エ リアに設定 され た3桁 の項 目Na(デ ータタ

グ)で 示 され るTFDの データ部の数値 を用いてチェック値を計算 し、拡張モー ド(E)が 設

定 されて いる場合 には、第2ト ータル項 目ナ ンバー ・エ リアに設定 され た5桁 の項 目Na(デ ー

タタグ)で 示 されるTFDの データ部 の数値を用いてチ ェック値 を計算す る。

計算 に用 いる数値 は、TFD形 式における数値 データを その まま用 いる。N形 式 の数値 デー

タの時 は、正負 の符号 と小数点を無視 して用いる。特 に、N形 式 にお いて送信用 の トラ ンス レ

ーターの不具合 によ り
、省略可能な右側のLSBに ゼロが存在す る場合があ る(図2-19)。

この場合 はゼ ロを無視 しないで計算 を行 う。

ブランク(ニX`20')ま たは0(・X`30')の 項 目Naが 指定 されて場 合 には、項 目合計 につ いて

は、チ ェ ック用 トータル数値 を算 出せず0(・X`30')と す る。

デ ー タタグ レングス 12.43

X℃5'

[]で 計算

/

デ ータ タグ レングス 12,430

'`、

-X℃6'

Ψ

送信用 トランスレーターの

処理の関係で、省略可能な

ゼロが残っている。

[2430]で 計算

図2-19N形 式 デ ータにお ける トー タルチ ェ ック値

計算 用 の数値

CIIシ ンタ ックスルールにお けるチ ェック用 トータル数値 の算 出方法 は、EIAJシ ンタ

ックスルールにおけるそれ とは異な るので、縮小モー ドにおいて互換性 を持 たせ るためには、

9属 性で小数点以下の桁数が3桁 で定義 されているデータ項 目を、第1ト ータル項 目ナ ンバ ー

・エ リアに設定 しなければな らない
。
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2-6非 透 過 モー ド時 の文 字 コー ドの変 換 お よ びバ イ ナ リー デー タ の補正

メ ッセー ジグル ー プ ・ヘ ッダー の非 透過 モ ー ド指 示 子 で、 非 透過 モ ー ド(=M)が 設 定 され

た場 合 、 以下 の よ うに 、文 字 コー ドの 変 換 お よ びバ イナ リー デ ー タの補正 が行 われ る。 尚、 非

透 過 モ ー ドで は、JIS-XO201とJIS-XO208の 文 字 コー ドが使 用 され る こと を

前 提 に 、非透 過 モ ー ド通 信 系 によ る不 具 合 を 回避 す る対 策 を行 うの で 、 これ 以外 の文 字 コー ド

の デ ー タを 用 い る こと は許 され な い。

2-6-1メ ッセー ジグル ー プ ・ヘ ッダー とメ ッセ ー ジグル ー プ ・トレー ラで の対 策

① 分 割識 別子

メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダー とメ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラの分 割識 別 子 は、特 に

変 換 を しな い(0(・X`30')と す る)。 これ は、受 信 用 トラ ンス レー ターが 分 割 識 別 子 に よ

って 、 メ ッセ ー ジグ ル ープ ・ヘ ッダー を識 別 す るた め に必 要 な処 置 で あ る。

② 分割 識 別 子 以外

X`20'～X`3F'を 、X`80'～X`9F'に 変 換 し、伝 送 す る。 この変 換 は、 トラ ンス レー タ

ーで 行 わ れ る(表2-4参 照) 。

受 信 用 トラ ンス レー タ ーで は、 透 過 モ ー ドか 非 透過 モ ー ドか を判 別 して メ ッセ ー ジグル

ー プを 分析 しな けれ ば な らな い。 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダー とメ ッセ ー ジ グル ー プ ・

トレー ラ にっ いて は、次 の よ うに して行 う。 メ ッセー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ー の非 透 過 モ ー

ド表示 は、透 過 モ ー ドの 時 はブランク(・X`20')かS(・X`53')と な り、非 透 過 モ ー ドの 時 はM

(・X`4D':非 透 過 モ ー ドへ の 変換 後 もM(・X`4D'))と な る。 従 って、M(・X`4D')で あ るか

ど うか を判 定 して 、 非透 過 モ ー ドの 時 は、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジ グ

ル ープ ・ トレー ラの 分 割識 別 子 を 除 いて 、 表2-4に 従 って逆 変 換 を行 って か ら分析 を行

う。

2-6-2メ ッセ ー ジの対 策

① メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ー

メ ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーの分 割 識 別 子,レ コー ド区分,シ ーケ ンスNαは、表2-4に 従 っ

て変 換 を行 う。 そ して、 メ ッセ ー ジ長 は、X'8080'と し、 メ ッセ ー ジ長 指 示 子(2-3-

5の(3)参 照)に よ って 、 メ ッセ ー ジ長 を表 す。 但 し、 メ ッセ ー ジ長 を表 す文 字 デ ー タ の文

字 コー ドのX`30'～X`39'は 表2-4に 従 って 、X`90'～X`99'に 変 換 して 表 さな け れ ば

な らな い。 さ らに、 メ ッセ ー ジ長 が増 加(8byte)す るの で注 意 す る。

受信 用 トラ ンス レー ターで は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダ ーの チ ェ ッ クに よ り非透 過

モ ー ドを検 出 した 時 は、 メ ッセー ジ ・ヘ ッダ ーの 分割 識 別 子 を表2-4に 従 って逆 変 換 し

て透過 モ ー ドの 時 と同様 な方 法 で メ ッセ ー ジを認 識 す るか、X`91'(但 し、分 割 モ ー ド時 は

X`91'～X`98'で 最 終 レコー ドはX`99'の シー ケ ンス)を 検 出す るこ とで 、 メ ッセ ー ジを
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認 識 す る。

②TFD形 式 デ ー タ1の バ イナ リー デ ー タ(デ ータ タ グお よ び レ ング ス タ グ)の 補 正

表2-5に 従 って 、補 正 を行 う。 補 正 を行 うバ イ ナ リー デ ー タの 直 前 に は非透 過 モ ー ド

・バ イナ リー デ ー タ補正 指 示子(X`F8')を 追 加 す る
。 表2-5で 、 下線 が 付 い て い るデ ー

タ は必 ず補 正 しな けれ ば な らな い(例 え ば 、X`01'→X`F881')。 一 方Oが 付 いて い る

デ ー タ の補 正 は任 意 で あ る。例 えば 、X`14'は 、無 補正 で もX`14'→X`F894'の よ うに補

正 して も、 どち らで もよ い。X`40'の よ うに無補正 が指 示 され て い るデ ー タ は、 補正 して

はい け な い。

修Fり)X`00'一 一ーー一≒>X`F880',X`F8'一 一ー一一>X`F8C8'

X`40'一 一早牛一一≒>X`40',X`FF'一 一ー一一≒>X`F8CF'

バ イ ナ リーデ ー タ の補正 を行 った 時 は、 メ ッセー ジ長 が増 加 す る。 非 透 過 モ ー ド ・バ イ

ナ リー デ ー タ補 正 指 示 子(X`F8')を 一 つ 使 う ごとに 、1byteつ つ増 加 す る。

③TFD形 式 デ ー タ1の デ ー タ部 の変 換

表2-4に 従 って 変 換す る。 この変 換 は、変 換前 の文字 コー ドがJIS-XO201か

JIS-XO208に な って い る ことが 前 提 にな って い る。 す なわ ち、 非 透過 モ ー ドで は

これ 以 外 の文 字 コー ドを使 うこ とはで きな い。

④TFD形 式 デ ー タ2(TFD制 御 子 の変 換)

制御 タ グは、 バ イナ リーデ ー タで あ るので 表2-5に 従 って 補正 す るが 、X`FO'～X`F

F'(X`F8'を 除 く)の 範 囲 にあ り、X`FF'をX`CF'に 補 正 す る以外 は、無 補 正 で あ る。 但 し、

現 在 制 御 タ グX`FF'は 定 義 されて いな い ので 、実 質 的 に補正 無 しと して よ い。X`F8'は 、

この文 字 がTFD制 御 子(バ イ ナ リー デ ー タ補 正 子)と して 使 用 され る時 は無 補 正 で あ り、

バ イ ナ リー デー タ(デ ー タタ グ また は レング スタ グ)と して使 用 され る時 は 、表2-5に

従 って 、X`F8'を 追加 してX`F8C8'に しな けれ ばな らな い(メ ッセ ー ジ長 も1増 加 す る)。

TFD制 御子 の制 御 デー タ につ いて は、 以下 の よ うに な る。

a.デ ータ長 拡 張 子(X`F2')

この制 御 タ グの制 御 デー タ は、2byteの バ イ ナ リー デ ー タ(レ ング ス タ グ)で あ

り、前 述 ② と同 じ く、 表2-5に 従 って補正 を行 う。

b.メ ッセ ー ジ長 指示 子(X`F7')

この制 御 タ グの制 御 デ ー タ(メ ッセ ー ジ長)は 表2-4に 従 って 変 換 す る(前 述

①)。

c.イ ンター ナ ル セ グ メ ン ト指示 子(X`F9')

この制 御 タ グの 制御 デ ー タ(イ ンタ ーナル セ グメ ン ト番 号)は 表2-4に 従 って

変 換 す る。
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d.マ ル チ明細 ヘ ッダー(X`FA')

この 制 御 タ グの制 御 デ ー タ(明 細 番 号)は 表2-4に 従 って変 換 す る。

⑤ メ ッセ ー ジ ・ トレー ラ(X`FE')

変換 も補 正 も特 に必 要 と しな い(制 御 タ グ と見 なす)。

表2-4非 透 過 モ ー ド時の文 字 コー ドの変 換

数値 変換値 数値 変換値 数値 変換値

20→80 30→90 40・

21→81 31->91

22→82 32→92

23→83 33→ ・93 ・変 換無

24→84 34→94

25→85 35->95

26→86 36→ ・96
、〃

27→87 37->97 7Fノ

28→ ・88 38→ ・98 AO・

29→89 39→99

2A→8A 3A→9A

2B→ ・8B 3B→9B ・変換 無

2C→ ・8C 3C→9C

2D→8D 3D→9D

2E→8E 3E→9E
Ψ

2F→ ・8F 3F→9F DF

(注)メ ッセージグループ・ヘッダーと1レーラの分割 識 別子

及 びバ イナ リーデ ー タ以 外 に適用,

表 中の値 は、 すべ てHex表 示

表2-5非 透 過 モ ー ド時の バ イナ リー デー タの補正

数値 補性値 数値 補性値 数値 補性{直 数値 補性1直 数値 補性1直

00→80

01→81

02→82

03→83

04→84

05→85

06→86

10→90

(11→91)

(12→92)

(13→93)

(14→94)

15→95

16→ ・96

17→97

(20→AO)

(21→A1)

(22→A2)

(23→A3)

(24→A4)

(25→A5)

26→A6

(30→BO)

(31→B1)

32→B2

(33→B3)

(34→B4)

(35→B5)

(36→B6)

37→B7

40・

補正 無

w

F7

F8→C8

(07→87)

(08→88)

(09→89)

(OA→8A)

(OB→8B)

(OC→8C)

(OD→8D)

(OE→8E)

(OF→8F)

(18→98)

(19→99)

(1A→ ・9A)

(1B→9B)

(1C→9C)

(1D→9D)

(1E→9E)

(1F→9F)

(27→A7)

(28->A8)

(29→A9)

(2A→AA)

(2B→AB)

(2C・→AC)

2D→AD

2E→AE

(2F→AF)

(38→B8)

(39→B9)

(3A→BA)

(3B→BB)

(3C→BC)

3D→BD

(3E→BE)

(3F→ ・BF)

F9・

↓ 補正無

FE'

FF→CF

(注)デ ー タタ グ、 制御 タ ク及 び レングス タグの バ イナ リーデ ー タに適用

表 中の値 は、 すべ てHex表 示

一40一



3.Cllシ ンタ ック スル ー ル の詳 細(TYPE-E)

TYPE-Eは 、将 来 、UN/EDIFACTと 並 行使 用す る時 に備 え て 用意 され るオ プ シ

ョ ンで 、 ヘ ッダ ー と トレー ラ にISO9735の シ ンタ ックス ル ー ル を取 り入 れ、 電 文 全 体 が

ISO9735と 同一 の セ グ メ ン ト構 成 ル ール に従 って 、 コー デ ィ ング され る。 文 字 コー ドは、

JIS-XO201(8bit文 字)とJIS-XO208(16bit文 字)の 使 用 を 義務 づ け る。

CIIシ ンタ ックス ル ー ル のTYPE12は 、 メ ッセ ー ジグル ー プ を構i成す る メ ッセ ー ジグ

ル ー プ ・ヘ ッダー、 メ ッセ ー ジそ して メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ トレー ラ等 の構 成 要素 の外 形 が、

ISO9735と は異 な るた め、ISO9735を サポ ー トす るEDIネ ッ トワー クを利 用す

る こ とが で きな い。TYPE-Eは 、 構 成 要素 の外 形 がISO9735と 同一 にな って い るの

で 、ISO9735を サ ポー トす るEDIネ ッ トワー クを利 用 す る ことが で き る。 但 し、 メ ッ

セ ー ジ内部 の論理 構 造 はUN/EDIFACTと は異 な るた め、UN/EDIFACTメ ッセ

ー ジと して 用 い る こ とはで きな い
。CIIシ ンタ ックスル ー ルTYPE-Eメ ッセ ー ジとUN

/EDIFACTメ ッセ ー ジとを相 互 に変 換 し、 アプ リケ ー シ ョン レベ ル で の相 互 利 用 を可 能

とす る コ ンバ ー ター が 、将 来 サ ポ ー トされ よ う。

以 下 の 記述 で は、8bitを1byteと 記 述 し、X`1A'は 、Hex表 示 を 表 す もの とす る。 又 、誤

解 を避 け るた め に、例 え ば、 キ ャ ラ ク ターCは 、C(・X`43)の よ うにHex表 示 を併 用す る。 又 、

図示 され た フ ォー マ ッ ト中 の値 は、 す べ てHex表 示 とす る。 さ らに、特 に断 らな いか ぎ り、バ

イ ナ リー と は、符 号無2進 数 とす る。

3-1交 換 の階層

TYPE-Eの 交換の階層 は、ISO9735と 同一 である。詳細 は、ISO9735の 規

格書 を参照 されたい。 尚、機能 グループは用いな い。従 ってUNGセ グメン トとUNEセ グメ

ン トは用 いない。

3-2UNAセ グメ ン トとUNBセ グ メ ン ト

UNA,UNBセ グ メ ン トの構 造 は、ISO9735と 同一 で 、TYPE12に お け る メ ッ

セ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ー に相 当す る。UNAセ グメ ン トは オ プ シ ョ ンで あ るが、 使 用 を 義務

づ け る。

(1)UNAセ グ メ ン ト

① コ ンポー ネ ン ト ・デ ー タ エ レメ ン ト ・セパ レー タ ・X`FC'

② デ ー タエ レメ ン ト ・セパ レ一 夕 …X`FF'

③ 小 数 点記 号 文 字 ・X`2E'

④ リ リー ス記号 ・X`FD'
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⑤ セ グ メ ン ト ・セパ レー タ ・X`FE'

(2)UNBセ グメ ン ト

以 下 に、TYPE-EとTYPE12の メ ッセ ー ジグル ー プ ・ヘ ッダ ー との対 応 を示 す 。

文 字 コー ドは、JIS-XO201を 使 用 す る。 尚、TYPE-Eで は、発 信者 コー ド,受 信 者 コー

ド,ト ー タル項 目Naお よび フ ォー マ ッ トIDは 使 用 しな い。

SOO1

0001

0002

シンタックス識 別 記 号

シンタックス識 別 記号

シンタックスバージョン番号

SOO2交 換送信者

0004送 信者識別 コー ド

0007

0008

識別 コー ド修飾子

戻 り経路 用ア ドレス

SOO3交 換受信者

0010受 信者識別 コー ド

0007

0014

SOO4

0017

0014

0020

SOO5

0022

0025

0026

0029

識 別 コー ド修飾子

経路 ア ドレス

作成日付

日付

時間

交換コントロール参照番号

受信者参照番号,パ ス ワー ド

受信者参照 バスワード

バスワード修飾子

アプリケーション参 照 番 号

処理優先順位 コー ド

(文 字4byte)

(数 値1byte)

(文 字35byte-Max)

(文 字4byte-Max)

(文 字14byte-Max)

(文字35byte-Max)

(文 字4byte-Max)

(文 字14byte-Max)

(数イ直6byte)

(数値4byte)

(文字14byte-Max)

CIIB(=X`43494942')

1(=X`31')

発信 セ ンター コー ド

(12文 字)

使用 しない。

(発信者)所 属VANコ ー ド

(12文 字)

発信セ ンターコー ド

(12文 字)

使用 しない。

(発信者)所 属VANコ ー ド

(12文 字)

作成 日付

作成 時刻(秒 は使用 しない)

任意の値 とす る。受信確認

要求をす るときはAl10

(・X`30')等 を使用 しない。

(文 字14byte-Max)使 用 しな い。

(文 字2byte)使 用 しな い。

(文字14byte-Max)

(文字1byte)

BPID(8桁)+情 報

区分(4桁)

使用 しない。
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0031受 信 確 認 要求(数 値1byte)受 信 確 認 要 求 をす る時 は、

1(・X`3r)と し要 求 しな い

時 は、 省 略 か0(・X`30')と

す る。

0032通 信 協 定 識 別(文 字35byte-Max)使 用 しな い。

0035テ ス ト指 示記 号(数 値1byte)運 用 モ ー ド(通 常 モ ー ドは、
0(ニX`30')を 使 用)

3-3メ ッセ ー ジの構造(TYPE-E)

TYPE12に お け るメ ッセ ー ジ ・ヘ ッダーがUNHセ グ メ ン トに、TFDエ リアがCII

セ グ メ ン トに、 メ ッセ ー ジ ・ トレー ラがUNTセ グメ ン トに それ ぞ れ置 き換 え られ る(図3 -

1参 照)。

TYPE12

TYPE-E剛CII

図3-1TYPE12とTYPE-Eと の対 応

3-3-1UNHセ グ メ ン ト

UNHセ グ メ ン トは、ISO9735と 同一 で あ る。 以 下 に、TYPE12の メ ッセ ー ジ ・

ヘ ッダ ー との対 応 を 示 す 。文 字 コー ドは、JIS-XO201を 使 用 す る。

0062メ ッセ ー ジ参照 番 号(文 字14byte-Max)シ ー ケ ンスNa(5桁)

SOO9メ ッセージ修 飾子

0065メ ッセージ・タイプ(文 字6byte-Max)情 報 区分(4文 字)

0052メ ッセージ・バージョン番 号(数 値3byte-Max)版(2文 字)
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0054

0051

0057

0068

SO10

0070

0073

メッセージリリース番 号

管理 機 関 コー ド

協 会 指 定 コー ド

共通アクセス参照番号

数次更新型データの伝送状況

伝送のシーケンス

初回伝送か最終伝送か

(数 値3byte-Max)

(文 字2byte)

(文 字6byte-Max)

使用 しない。

使用 しな い。

使 用 しない。

(文 字35byte-Max)使 用 しな い。

(数 値2byte-Max)使 用 しな い。

(文 字1byte)使 用 しな い。

3-3-2Cllセ グメ ン ト

TYPE12の メ ッセ ー ジ(非 透 過 モ ー ドは不可 、透 過 モ ー ドの非 分 割 モ ー ドに限 る)の メ

ッセ ー ジ ・ヘ ッダ ーが変 更 され た メ ッゼ ー ジが 、 その ま まCIIセ グ メ ン トと して用 い られ る。

TYPEI2の メッセー ジ

yte数

シーケンス メッセー

Naジ 長

レコー ド区 分(D(ニX`44'))

割識 別子(9(ニX'39'))

TYPE-EのCIIセ グ メ ン ト デ ー タセ グ メ ン ト'セ パ レ一 夕 ↓

→

セグ〃ト.卿i
:

TFDl TFD2 .● ● ■ ● ● ● ■ ●.… TFDn

ト

レ

1

ラ

ー

1

セグ〃 ト

タグ

メ,セージ長

3 1 5 可変長ピ

〆・L
デー,エ 、,.,.セ,レ ー,←納(・ ⑥ 」

-CII(・X`434949')

byte数

図3-2TYPE-一'EのCllセ グ メ ン ト

① セ グメ ン トタ グ(文 字3byte)

CII(=X`434949')
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② メ ッセ ー ジ長(文 字5byte)

メ ッセ ー ジ長 は、 ア ンパ ック形 式 の数 字5桁 が用 い られ る。 文字 コー ドは、JIS-X

O201を 用 い る。 メ ッセー ジ長 が 、32767byteよ り も長 い時 は 、 メ ッセ ー ジ長 エ リ

アを99999と し、 メ ッセ ー ジ長 指示 子 に よ り、 図2-19のTFD1の 位 置 で 、 ア ン

パ ック形式 の数 字7桁 で 表 す。 この 時 メ ッセ ー ジ長 指示 子(8byte)の 分 だ け、 メ ッセ ー

ジ長 が増 加 す る。

尚、TFD内 のバ イ ナ リー デ ー タで 、 デ リ ミター と衝 突 す るデ ー タにつ いて は、 リ リー

ス文 字(・X`FD')の 付 加 を行 う。 拡 張 モ ー ドの デ ー タ タ グの第2byte(X'FC'以 上 の 時),

拡 張 形 式 の レン グス タ グ(デ ー タ長)の 第2byte(X'FC'以 上 の 時)お よ び マル チ明細 ト

レー ラ(X'FC')が 、 衝 突 す る。

例)X`02FE'一 一→X`02FDFE'

X`FCFE'一 ー一>X`FDFCFDFE'

3-3-3UNTセ グ メ ン ト

UNTセ グ メ ン トは、ISO9735と 同一 で あ る。TYPE12の メ ッセ ー ジ ・トレー ラ

(X`FE')に 対 応 す る。 文 字 コー ドはJIS-XO201を 使 用す る。

0074

0062

メッセージ内 の セグメント 数

メッセージ参 照番 号

(数 値6byte-Max)

(文 字14byte-Max)

UNHとUNTを 含むセ グ

メン ト数

UNHの0062と 同一 の値

(シ ーケ ンスNa(5桁))

3-4UNZセ グ メ ン ト

UNZセ グ メ ン トは、ISO9735と 同一 で あ る。TYPE12に お け る メ ッセ ー ジ グル

ー プ ・ トレー ラ に対 応 す る
。文 字 コー ドは、JIS-XO201を 使 用 す る。 尚、TYPE-Eで は、

トー タ ル項 目Na(項 目合 計1,項 目合 計2)は 、 使 用 しな い。

0036

0020

交 換 コントロール・カウント

交 換 コントロール参照 番 号

(数 値6byte-Max)

(文 字14byte-Max)

メ ッセ ー ジの総 数(最 終 シ
ーケ ンス番 号(5桁))

UNBの0020と 同一 とす る。

3-5メ ッセ ー ジの 格 納 構造(TYPE--E)

TYPE-Eで は、UNAセ グ メ ン トとUNBセ グメ ン トを同一 の レコー ドに格 納 し、 そ の
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他のセグメ ン トにつ いて は、一つのセ グメン トを一つの可変長 レコー ドに格納す る。

3-6TYPE-・Eと イ ンターナルセ グメ ン ト

CIIシ ンタ ックスルールには、ISO9735の セ グメン トに対応す るもの と して、マル

チ明細があ る。通常、TFDエ リアはマルチ明細がな い時一っのセグメ ン トで構成 され、マル

チ明細があ る時は、マルチ明細 とそ うでない部分(名 無 しセグメ ン ト)で 構成 され る(図3-

3参 照)。

メ ッセ ー ジ

ヘ ッダー

ト
レ

⊥
フ

∈1っ の名無 しセ グメン ト

メ ッセ ー ジ

ヘ ッダー
マ ルチ明細

lll

♪↓

∈

名無 しセ グメン ト

名無し
∈ ≧

セ グメン ト

名無し
く ≧

セグ メン ト

図3-3通 常のCllシ ンタ ック スル ール

に よ るTFDエ リアの構 造

これに対 し、UN/EDIFACT電 文へ の変換 を対象 に したTFDエ リアは、ISO97

35と 同等 のセ グメン ト構造が必要 になる。 このよ うな時、イ ンターナルセ グメン ト指示子を

用 いて、TFDエ リアをセグメン ト化す る。

イ ンターナルセ グメ ン ト指示子 を用 いてセ グメン ト化 したTFDエ リアを図3-4に 示す。

図3-4の イ ンターナセグメ ン トA,B,C及 び、マル チ明細 セグメン ト1をUN/EDIF

ACT電 文 にお けるセグメ ン トに対応 させ る。UN/EDIFACT電 文で は、セ グメン ト内

の データ項 目の順番 は固定化 されて いるが、CIIシ ンタ ックスルールにおけ るセ グメン ト内

のデータ項 目(TFD)の 順番 は可変で ある。イ ンターナルセ グメ ン トはCII-UN/ED

IFACTコ ンバーターで意味を もってお り、受信 用のCIIト ラ ンス レーター に対 して何 ら

の影響 も与 えない(無 視す る)。

尚、イ ンターナセ グメ ン トの名 は、1～9とA～Zの35種 類 の使用が規定 されてい るが、

表2-1の8bit文 字すべての使 用に拡張 して もよい。 この場合 、156種 類(ブ ランクとゼ ロを
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除 く)の セ グ メ ン トを ア プ リケ ー シ ョ ンで設 定 で きる。

ン マルチ明細

メフ七一ジ

～ 外 A Aセ グメ ン ト B Bセ グメ ン ト

へ7

ヂ t

1セ グメン ト

(マ肝明細

セグメント1)

改

行
1

1セ グ メ ン ト

(マ肝 明 細

セグメントー2)

トレ

ーラ
c Cセ グメン ト

、_トゴ

'イ ・ターナルセグ・ント編

図3-4イ ンターナルセグメント指示子によるセグメント化

4.シ ステム運 用電文 フ ォーマ ッ ト

システム運用電文 は、データ交換 に係わ るシステム運用を円滑 に行 うため にあ るメッセージ

であ り、受信確認 メ ッセー ジとゼ ロ件 メ ッセー ジの2種 類がある。

受信確認 メ ッセー ジとは、業務 メッセージの受信済 ステータスを、業務 メ ッセー ジの受信者

か ら送信者 へ知 らせ るメ ッセージで あ り、 この メ ッセージの発信 は、業務上 の約束 の成立を意

味 しな い。例え ば、発注 メッセー ジの受信済 ステータスを この メ ッセー ジで送信者へ通知 して

も、発注契約 は成立 しない。受信確認 メ ッセージは、 システム上 の電文受信が成功 したことを、

送信者 に伝達す る ものである。

ゼ ロ件 メ ッセー ジは、受信者 に対 して、送信 すべ きメッセージ件数が ゼ ロ(無)で あ ること

を伝達す るために用 いるメ ッセージであ る。

4-1受 信 確 認 メ ッセ ー ジの構造(TYPE12)

TYPE12の 受信 確 認 メ ッセ ー ジの構 造 を、 図4-1に 示 す 。

以下 に、TYPE12の 受信 確 認 メ ッセ ー ジの詳 細 を示 す 。 文字 コー ドは、JIS-XO201を 使

用す る。
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1

メヲ七一ジグループ・へ,ダー

250

割 区分(0;(X`30'))

∫当
削 ＼

シーケン

スNα

受 信 メッ七一初 トブ・

ヘッダー前 半 の内 容

同 トレーラ

の 内容

エラー

万 グ

日付

時刻 リザ ー ブ

1 1 5 1128 136 10 12 56

L分 割区分(9←間))

1

メッセージグルーフ・トレーラ

250

割 区分(0(ニX`30'))

byte数

図4-1TYPE12の 受 信確認 メ ッセー ジ

① メッセージグルーフ・勺 ダー (文 字251byte)

図2-6と 同一 の 固定 フ ォーマ ッ ト

a.情 報 区分 コー ド (文 字4byte)

b.ト ー タル項 目ナ ンバ(文 字3byte*2)

c.フ ォーマットID

d.そ の他の項 目

(文 字2byte)

② 受信確認 メ ッセ ージ(文 字251byte)

a.レ コ ー ド区 分

b.シ ー ケ ン スNa

(文 字1byte)

(数 値5byte)

c.受 信 メッセージグルーブ・ヘッダーの 内 容(文 字129byte)

d.同 トレー ラの 内 容(文 字37byte)

e.エ ラ ー フ ラ グ (文 字2byte*5)

f.(作 成)日 付 時刻(文 字12byte)

9001(=X`39303031')

allブ ランク(=X`20')

ル 無)

(ハ ッ シ ュ ・ トー タ

受 信 確 認 電文20(・X`3230')

図2-2と 同一 内容

デ ー タ レコー ド(受 信 確認 メ ッセ ー ジ)

で あ る こ とを示 す(D(・X`44'))。

通 常 、00001(・X`3030303031')

受信 に成功 したメ ッセー ジグループ ・ヘ

ッダーの分割識別子～作成 日付時刻 まで

の129byteの コピー

受 信 に成 功 した メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ ト

レー ラの分 割識 別子 ～ トー タル項 目Na

(項 目合 計2)ま で の37byteの コ ピー

受 信 側 で 、受 信 用 トラ ンス レー ター で メ

ッセ ー ジグル ー プを処 理 した時 発 生 した
エ ラーの エ ラ ー コー ドを セ ッ トす る。受

信 用 トラ ンス レー ター で検 出 したエ ラー

の エ ラー コー ドを検 出順 に最 大5個 まで

セ ッ トで き る。 エ ラ ー コー ドは、 表4-

1を 用 い る。

allブランク(=X`20')かallゼ ロ(=X`30')の

時 、 エ ラー無 とす る。

当該受信確認 メ ッセー ジの作成 時刻(YY
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9リ ザ ー ブ

③ メッセージグルーブ・トレーラ

(文 字56byte)

(文 字251byte)

a.最 終 シー ケ ンス番 号(数 値5byte)

b.ト ー タル項 目Na

c.そ の 他 の項 目

(数 値15byte*2)

MMDDHHMMSSタ イ プ)

将 来 の 拡 張 エ リ ア(allブ ランク(・X`20'))

図2-18と 同 一 の 固 定 フ ォ ー マ ッ ト

通 常 、00001(・X`3030303031')

allプ ランク(・X`20')(ハ ッ シ ュ ・ トー タ ル 無)

図2-18と 同 一 内 容

尚 、受 信 確認 メ ッセ ー ジは、一 組 の メ ッセ ー ジ グルー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジ グル ー プ ・

トレー ラの 中に、複数 個入れ ることも可能である。

表4-1受 信確認電文で表示されるエラーコー ド(そ の1)

エ ラ ー コ ー ド エ ラ ー 内 容

△ △(プ ランク) エ ラ ー な し

00 エ ラ ー な し

01

取決め以外の情報区分コー ド

(トランスレーターの構造によっては、出力されない)

02 メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダ ーが 見 つ か らな い

03 メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ トレー ラが 見 つ か らな い

04 シンタックスIDの 不正

05 分割識別子シーケンスエラー

10 未定義制御タグの検出

11 不正データタグ検出

12 マルチ明細ヘ ッダーが実行形式SMテ ーブル上にない

13 マルチ明細 トレーラが実行形式SMテ ーブル上にない

14 固有側(標 準側)繰 り返しが標準側(固 有側)繰 り返しを超えた

15 データの レングスが最大値を超えた

16 チェック ・サム項目の値が数値でない
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表4-1受 信確認電文で表示されるエラーコー ド(そ の2)

エ ラ ー コ ー ド エ ラ ー 内 容

17 数値変換の項目の値が数値でない

18 標準側データ長が固有側データ長より大きい

19 レコー ド区分がDで ない(メ ッセージが見つか らない)

20 過大 レコー ド長

21 メ ッセ ー ジ ・ ト レ ー ラ(X'FE')が な い

22 負のデータ有 り(9属 性の時など)

30 シーケ ンスNoが昇順ではない

31 チェックサムの数値がメッセージグループ ・トレーラ上の数値と一致 しない

32 実行形式SMテ ーブルサーチ不能

33 不正文字 コー ドの検出

34 非透過モー ド時のメッセージ長不正

35 縮小モー ド中のマルチ明細のネス ト、もしくは拡張モー ドマルチ明細ヘ ッダー有 り

40 UNAセ グメン トの不正

41 UNBセ グメン ト無 し

42 UNHセ グメント無 し

43 UNTセ グメント無 し

44 UNZセ グメント無 し

1
1

99 その他のエラー
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4-2受 信確 認 メ ッセ ー ジの 構造(TYPE-E)

TYPE-Eの 受 信 確 認 メ ッセ ー ジ は、 図4-2に 示 す よ うに、UNA,UNB,UNH,

UNTお よびUNZセ グメ ン トで 構 成 され る。 文字 コー ドは、JIS-XO201を 使 用 す る。 尚、 一

組 のUNA,UNB,UNZセ グ メ ン トの 中に 、複 数 のUNH,UNTセ グ メ ン トの対 を入 れ

る こ とが で き る。

UNZ

図4-2TYPE-E受 信確 認 メッセ ー ジの 構造

(1)UNAセ グ メ ン ト(3-2を 参照)

(2)UNBセ グ メ ン ト

①0026ア プリケーション参照 番 号

BPID(8桁)+情 報 区分(9001(・X`3930303r))

②0031受 信 確 認 要 求

使 用 しな い(省 略 か0(・X`30'))。 受 信 確認 要 求 を 、 して は いけ な い。

③ その 他 の 項 目 は、3-2を 参 照

(3)UNHセ グ メ ン ト

①0065メ ッセージ・タイプ

情 報 区 分

②0068共 通 了クセス参 照番 号

受 信 に成 功 したUNBセ グ メ ン トの0020交 換 コントロール参 照 番 号(文 字14byte-Max)を セ ッ

トす る。

③ そ の他 の 項 目は、3-2を 参 照

(4)UNTセ グ メ ン ト(3-3-1を 参 照)

(5)UNZセ グ メ ン ト(3-4を 参 照)

4-3ゼ ロ件 メ ッセ ー ジの構 造

ゼ ロ件 メ ッセ ー ジは、 図4-3に 示 す よ うに、TYPE12に っ いて は、 メ ッセ ー ジの な い

(0件)メ ッセ ー ジグ ルー プ ・ヘ ッダ ー と メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの対 で あ り、TYP

E-Eに つ いて は、UNA,UNBお よびUNZセ グ メ ン トだ けで 構成 され る電文(UNH ,
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UNTセ グ メ ン トの対 が0件)で あ る。

TYPE12の ゼ ロ件 メ ッセ ー ジで は、 メ ッセ ー ジグ ル ー プ ・ヘ ッダー及 び メ ッセ ー ジ グル

ー プ ・トレー ラの 中 の トー タル項 目Naを 、 す べ て ブ ラ ンク(ニX`20')と して ハ ッ シ ュ ・ トー タ

ル ・チ ェ ックをバ イパ ス し、 さ らに、 メ ッセ ー ジグル ー プ ・ トレー ラの 中 の最 終 シー ケ ンス番

号 を ゼ ロ(メ ッセ ー ジ無)と す る。

TYPE-Eの ゼ ロ件 メ ッセ ー ジで は、UNZセ グ メ ン トの 中の交 換 コ ン トロ ー ル ・カ ウ ン

トは、ゼ ロ(メ ッセ ー ジ無)と す る。

TYPE12ゼ ロ件 メッセージ

TYPE-Eゼ ロ件 メッセージ UNA UNB 剛

図4-3ゼ ロ件 メ ッセ ー ジの構造
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料質属附Ⅲ





一
1.マ ルチ明細 に関する補足

1-1改 行 マー クの省 略

図9-1の 上 段 と下段 では、改行 マー クの省略 以外 は同一 の構成であ るが、意味 は違 って い

る。 図9-1上 段で は、TFDの2番 目と3番 目が省略 された ことを表 すが、図9-1の 下段

では、TFDは1番 目と2番 目の2っ しかないことを表 してい る。すなわち、改行マ ークは通

常省略 で きないことにな る。 しか しなが ら、図9-1の 上段 の構成で2番 目と3番 目のデ ータ

がな く、4番 目のTFDが2番 目と して認識 されて もか まわない時は、図9-1の 下段の構成

にす ることが可能であ る。

日
潮
回口口国嘲

口口

日
潮
回口

潮
回田

図9-1マ ル チ 明 細 に お け る改 行 マ ー クの 意 味

1-2マ ルチ明細全体の省 略

一つのマルチ明細全体が空の時は
、その マルチ明細全体を省略 で きる。 ここでい うマルチ明

細全体 とは、 マルチ明細ヘ ッダーか らそれ に対応す るマルチ明細 トレーラまでをい う(マ ルチ

明細の次 の トレーラで はない)。 また空 という意味 は、マルチ明細ヘ ッダーか らそれ に対応す

るマルチ明細 トレーラまでの間に、TFD制 御子 しかなか った場合であ る(有 効データがな い)。

この一般則 は、 マルチ明細 のネステ ィングがある時で も有効 であ る。

省 略可能で あるとい うのは、省略 しなければな らないとい う意味で はな い。受信用の トラ ン

ス レー ターで は、省略の有無 にかかわ らず正 しくメ ッセー ジを解析で きな ければな らない。

1-3マ ルチ明細ヘ ッダーの明細番号の意味

拡 張モー ドのマルチ明細ヘ ッダーには、明細番号 があ る。縮小 モー ド(EIAJ互 換 モー ド)

では、明細番号 がな い。

図9-2に 示す ように、一つの メッセー ジ内に2っ の独立 したマルチ明細 がある場合、縮 小

モー ドで は、マルチ明細 内の適当なTFDの タグ番号を用 いて、 マルチ明細 の認識を行 う。な

ぜな ら、図9-2の 左側の マルチ明細が省略 された場合、右側のマルチ明細 を左側のマルチ明
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細 と して認識 して しま う可能性があるか らであ る。従 って、右側のマルチ明細 と左 側のマルチ

明細 に同一の タグ番号を持 つTFDを 入れて はいけない。

拡 張モー ドでは、明細番号 を用いて マルチ明細 を区別す るので、 この よ うな制限 はない。 明

細番号 は、同一 の メッセー ジ内のマルチ明細を区別す るために用 いるので、同一の メ ッセー ジ

内でユニー クな番号 を付ければよい。

1番 目 2番 目

マルチ明細 マルチ明細

省略/

縮小モー ドの場合

1番 目のマルチ明細

と誤る可能性がある。

図9-2マ ルチ明細全体の省略

2.外 字 とJlS補 助 漢 字 につ いて

CIIシ ンタ ックスル ー ル1.10で は、JIS-XO201とJIS-XO208が 標 準

と して規 定 して あ る。 実際 の業 務 で は、JIS-XO208で は規 定 され て い な い漢字 も少 な

くな い。 そ こで 、外 字 の設 定 が 必 要 に な るが 、外 字 の文 字 コー ドは コ ン ピ ュー タの機 種 によ り

ま ち まちでm:nを 想 定 したEDIの デ ー タ交 換 には馴 染 まな い。

そ こで、 外 字 の 代 わ りにJIS-XO212(補 助 漢 字)を 導 入 す る。JIS-XO212

と,JIS-XO208は 、 同一 の文 字 コー ドに な って い るの で、 そ の ま ま混 用 す る こと はで

きな い。CIIシ ンタ ックス ル ール1.20(近 い将来 改 定)で は、 以下 の よ うに して 、JI

S-XO212を 導 入 す る。

JlS-XO212(補 助 漢字)の 第1byteのMSBbitを1に す る(第1byteにX`80'を

ORす る)。 この 方 法 は、 非透 過 モ ー ドで も有 効 で あ る。

3.ユ ニ コー ドにつ いて

ユ ニ コー ドの導 入 は、CIIシ ンタ ッ クスル ー ル1.30以 後 にな る。 ユ ニ コー ド導 入 時 に

は、 メ ッセ ー ジ グル ー プ ・ヘ ッダー の16bit文 字 コー ド指定 エ リア にユ ニ コー ドを表 す識 別
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子 『U(・X`55')』 が 、 新 た に 追 加 に な る 。

4.ElAJシ ンタ ックスルールとの互換性

CIIシ ンタ ックスルールはEIAJシ ンタ ックスルール との互換性 を可能 なか ぎ り配慮 し

てあ るが、CIIト ラ ンス レーター とEIAJト ランス レーターとを組 み合わせ る場 合 には、

以下の点にっ いて考慮 しなければな らない。以下の制限を守れ ば、通常、 ユーザ ーは特別な考

慮な しにCIIト ラ ンス レーター とEIAJト ラ ンス レーターとを混用で きる。

(1)メ ッセー ジにお ける制限(縮 小モー ド)を 用いる。

①N属 性のデ ータ項 目を使 わない。

②240以 上の タグ番号(項 目Na)を 持つ デー タ項 目を使わない。

③ 文字 コー ドは、標準を用いる(JIS-XO201とJIS-XO208)。CII

トラ ンス一 夕ーでは標準を指定す る ことで、この条件が満足 され る。EIAJト ラ ンス

レーターで文字 コー ド変換のサポー トがない場合 は、ユ ーザー側で変換 す る。

受信用のCIIト ラ ンス レーターで は、EIAJト ラ ンス レーターで作成 された メ ッ

セージは無条件 で標準 文字 コー ドを使用 して いると判断す る。

④241byte以 上の長 さを持つデータ項 目を使用 しない。

⑤ 明細番号 付マルチ明細 を使わない。

⑥ マルチ明細 のネステ ィングを使わない。

⑦ 最大 メ ッセー ジ長 を32767byte以 下にす る。

⑧ イ ンターナルセグメン トを使わな い。

② メ ッセー ジグループ ・ヘ ッダーに関す る考慮事項

① トータル項 目Naを 指定す る時は、必ず、小数点以下が3桁 の9属 性 のデータ項 目を指

定す る。

(3)通 信系 に関す る考慮事項

① 透過 モー ドを使用す る(透 過モー ドの通信 システムを使用す る)。

② 分割 モー ドを使用す る。非分割モー ドを使用す ると、分割識 別子の分 だけ(1byte)

ずれ を生ず る(CIIシ ンタックスルールでは、非分 割モー ドの時 も分割識別子が付 い

てい るが、EIAJシ ンタ ックスルールで は、非分割 モー ドの時は、分割識別子が ない)。

5.非 透過 モー ド・オプシ ョンについて

非透過モ ー ドは、J手 順等の古 い非透過モー ドの通信 システムのために設 け られた オプ ショ

ンで、可能 なか ぎり、全銀手順やOSI新 手順 でネ ッ トワー クを構成 し、非透過モ ー ドは使用

しない ことが望 ま しい。
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6.Cllシ ンタ ックスルールのバー ジョン番号 について

CIIシ ンタ ックスルールのバー ジョン番号 は、3桁 で表現 され ます。

① 一番右側 の桁 は、 トラ ンス レーターには影響 を及ぼ さない修正 があ った時、変更 され

ます。主 にシンタ ックスルールの矛盾の修正 や本書(規 格書)の 記述の誤 り修正 の場合

に変更 され ます。

② 中央の桁 は、 トラ ンス レーターのマイナーチェ ンジが必要になるような シンタ ックス

ルールの修正があ った時、変更 され ます。

③ 一番左 側の桁 は、 シンタ ックスルールの大変更があ った時、変更 され ます。新 しいバ

ージョン対応 の トランス レー ターが必要 にな ります。

下位2桁 の変更で は、新 バー ジョンが旧バ ー ジョンを包含す る方式を とります。 しか しなが

ら、上位1桁 の変更では、必ず しも新 バー ジ ョンが 旧バー ジョンを包含 しない場合 もあ ります。

当セ ンター(産 業情報化推進 セ ンター)で は、今後、図形 ・画像 データを送 れ るCIIシ ン

タ ックスルール とイ ンタラ クティブEDI用 のCIIシ ンタックスルールを開発す る予定です

が、前者 は、下位2桁 が変更 され、後者 は上位1桁 のバ ージ ョン番号 が変更 され ます。 イ ンタ

ラクテ ィブEDI用 のCIIシ ンタックスル ールが、バ ッチ処理用CIIシ ンタ ックスルール

を包含 するか未定です。

イ ンタラ クティブEDI用 シンタ ックスルール とバ ッチ処理 用 シンタ ックスルールが包含 関

係 にな らない場合、2っ のバー ジ ョンの シンタ ックスルールが同時運用 され ることにな ります。
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